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PMV 

DESKPOWER 


F/D90D, F/D90N, F/D70D, F/D70N, 
F/D60, F/D60N 


♦この本で説明している主な内容 



電源の入れ方/切り方 



明るさ調節 



巧畑 AN 

(無線 LAN 搭載機種のみ） 



音量調節 



テレビのを備 

(テレビチューナー搭載機種のみ） 



メモ U の交換/増設 


B 6 FJ -1311-01 


C 


各部の名称と働き 


(2 

FMV 巧扱ガイド 后 


パソコンの巧り巧い 


周遇機器の 

設置/設定/増設 


お手入れ 




取り扱い上のま意 


^6 仕様-胃 


FU だ TSU 




















ニュアルのご案内 



冊子のマニュアル 


スタートガイド （1 設置編 2セットアップ編） 





' 二 


(を漫)感 

IS 1 


履)劣)•贷 

’1 黄培 J—I 


€ ヴト 7 ッブ tiR—. 


使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

♦『スタートガイド1設置編』 

♦『スタートガイド2セットアップ編』 


FMV 取巧ガイド FMV テレビ操作ガイド 


pmV ,-- 

•各部の名称と働さ 

fmV . — ' 

rOigitalTVboxJ 搭載機種に添付 

,_"r*r 一 

参パソコンの取り扱い 



FMVBiRWYK :: S&. 

’電源の入れち/切りち 

FMV 〜 

テレビ»巧ガイド^こ'= 

•テレビについて 

四 Ut? … 

-音量の調節 


■ テレビの見かた 

圃圆 

’輝度の調節など 


■ 歸画のしかた 

嘲田 

♦ 周辺機器の設置/設定/増設 


-保存のしかた 

[〇23 Isiid 

♦お手入れ 


♦テレビなどに関ずる Q 这 A 

如 

♦仕様一覧 

FuffiSJ 



トラブル解ミ夫ガイド 


サ ポー ト&サービスの ご 案内 



•まむヴポート機能 

.FMV サポートナビ 
-トラブル解決ナビ 

♦バックアップ 

♦パソコンを復元ずる（リカバリ） 
•廃棄-リヴイクル 
• Q&A 









♦ユーザー登録•特巧 
参 AzbyClub のご案内 
•困ったとさは 
♦故障かな？と思ったとさは 
•お問い合わせ先 
•操作指導ヴービス 
♦ お問い合わせ票/修理依頼票 


この他にも、マニュアルや重要なお知らせなどの紙、冊子類がありまず。 



画面で見るマニュアル 


説明している主な内容 

•パソコンの基本 
•セキュリティ対策 
♦インターネット /E メール 
♦FMV 使いこなし事例集 
•パソコン本体の取り扱し、 
♦周辺機器の接続 
•添付ソフトウ王アー覧 
参困ったとさの Q&A 
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この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


OfV| テクニカルコミュニケーター協会が定める 
「画面で見るマニュアル標牵マーク」でず。 


画面で見る マニ ュアルの始め方 

:@ (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「 FMV 画面で見るマニュアル」 
:の順にクリック 
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参照の探し方 




冊子のマニュアルの本文内に、》「****** (文書番号)」とある場合は 
『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


参照 


Windows の画面について 


巧『画面で見るマニュアル』>「 920010 」で検索 
一 「 Windows の画面と各部の名称」ミ 



文書番号（巨巧の数字）を入力して 
r 巧索する J をクリック 


[920010 ▼ 



92^ 

I 臂 fmV 

I 画面で見るマニュアル 


〇文書番号（巨巧の数字）を入力 _ 

© r 検索する J をクリック .► r 文書ま号の巧客び表示 

、 



昼をみ弓 


索引'巧弓数ず 


すミゴリ振 巧が 

をな巧 S はカテコリひ5を巧せます 


をな巧 S はカテコリひ5を巧せます ■ 

夕 t a — ^ : m \\ 

インタ-ネット ■ プリンタ乂 CD / DVD ム、デジタルカが ！■ 


旧;欠」、 r 検索」、惊引」など、他 
にもいろいろな探し方があり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の 
をクリックしてぐださい。 






















































目次 


第1章各部の名称と働き 

1パソコン本体前面 . 

2パソコン本体側面 . 

パソコン本体左側面 . 

パソコン本体ち側面 . 

3パソコン本体背面 . 

4パソコン本体内部 . 

己キーボード . 

巨リモコン . 

U モコンび添付されている機種のみ 

第2章パソコンの取り扱い 

1電源を入れる/切る . 

接続を確認する . 

電源を入れ〇 . 

電源を切る . 

パソコンを待機状態にする/復帰させる . 

2音重を調即する . 

3画面の明るさを調節する . 

4ワンタッチボタンを使う . 

己 CD / DVD / 目 lu-ray Disc をイまラ . 

このパソコンででをること . 

この} ソコンで使えるディスク/使えないディスク 

ディスクをパソコンにセットする/取り出す . 

巨メモ U — カードを使う . 

X モ U —カードをお使いになるラえでのを意 . 

使えるメモ U — カード . 

メモ U —カードをセットする/取り出す . 

7テレビを見るためには . 

テレビチューナー搭載機種のみ 

テレビを見るために必要な準備 . 

このパソコンのテレビチューナーで視聴でさる放送について 

接続例 . 

必要なちのを用意する . 

アンテナケーブルをパソコン本体に接続する .... 

目- CAS 力ードをセットする . 

ソフトウェアを準備する . 

8 U モコンを使う . 

U モコンが添付されている機種のみ 

U モコンについて . 

U モコンをお使いになる場含のを意 . 

U モコンに乾電池を入れる . 

パソコン本体の U モコン受光部使用可能範囲.... 

9ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使ラ 

使用に適した配置 . 

お使いになるときのを意事項 . 

乾電池を交換する . 

キーボードやマウスをパソコンに再認識させる.. 

光学式マウスについて . 

10 LAN (有線 LAN ) 機能を使ラ . 

このパソコンの LAN 機能 . 

インターネットを使うとさの接続例 . 


2 I 0 55®^^ ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
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88914678990477883 33456134 4557889127888 
11122222223333334 44444555 5555555ら6ら666 
















































LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 . 

11無線 LAN 機能を使う . 

無線 LAN 搭載機種のみ 

このパソコンの無線 LAN 機能 . 

インターネットを使うときの接続例 . 

無線 LAN をお使いになる場合 . 

12 Web 力ラを使う . 

Web カメラででさること . 

Web 力;><ラを使うソフトウエアの起動ち法と使い方 

13スタンドの高さを調節する . 

必要なちのを用意する . 

スタンドの高さを調節する . 

第3章周辺機器の設置/設定/増設 

1周辺機器をお使いになる場合 . 

周辺機器とは？ . 

周辺機器を取り付けると . 

周辺機器を取り付けるには . 

周辺機器の取り扱い上のを意 . 

2本体カバーを取り外す/取り付ける . 

本体カバーを取り外す . 

本体カバーを取り付ける . 

3 モリの交換/増設 . 

モリの取り付け場所 . 

必要なちのを用意する . 

モリの組み含わせ表 . 

モリの取り扱い上のを意 . 

モリを増やす . 

メモ U 容量を確認する . 

第4章お手入れ 

1 FMV のお手入れ . 

パソコン本体および添付品のお手入れ . 

液晶ディスプレイのお手入れ . 

スタンドやスイーべルのお手入れ . 

CD / DVD ドライブのお手入れ . 

パソコン本体内部や通風孔のお手入れ . 

第己章取り扱い上の注意 

1パソコンを移動する場合の注意 . 

パソコンを移動する場合のを意 . 

第6章仕様一覧 

1パソコン本体の仕様 . 

仕様一覧のを記について . 

2その他の仕様 . 

Blu-ray Disc / DVD / CD ドライブ仕様一質 . 

液晶ディスプレイ . 

スピ ー； b -. 

LAN 機能 . 

テレビ機能 . 

テレビチューナー搭載機種のみ 

リモコン . 

リモコンび添付されている機種のみ 

キーボード . 

7ウス . 

索引 . 
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安全にお使いいただくために 


このマニュアルには、本製品をま全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されていま 
す。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 D 『安むしてお使いいた 
だ<ために』の「ま全上のごま意」をよ<お読みになり、理解された5えで本製品をお使い<だ 
さい。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にな管してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび 
若干異なる ことび あります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、 
本来接続されているケーブル類を省略していることびあ D ます。 


まをにお使いいただくための給記号について 


このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いい 
ただを、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるを害や損害を、未然に防止するための目印 
となるちのです。その表示と意ははなのよラになっています。内容をよくご理解のラえ、お読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負 
ラ可能性びあることを示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性があること、 
物的損害び発生する可能性びあることを示しています。 


また、を害や損害の内容びどのよラなをのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使つ 
ています。 


A 

A で示した記号は、警告•ミち意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中や 
その脇には、具体的な警告内容び示されています。 

G 

ので示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中 
やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















本で中の記号について 

本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


1重固 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述してい 
ます。必ずお読みください。 

(^oint 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 


参照していただきたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

を] 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方まについて、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD-ROM を表しています。 


製品の巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよ5に略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Ultimate with Service Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate または 
Windows Vista Ultimate with 

SPl 

Windows Vista ® Home Premium with Service Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 
または Windows Vista Home 
Premium with SPl 

Windows ® Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ラィブ 

Blu-ray Disc ドライブ（スーパーマルチドライブ機能対応） 

ワイヤレスキーボード（ワンタッチボタン付、無線ち式） 

キーボードまたは 
ワイヤレスキーボード 

横スク□ール機能付ワイヤレスマウス（光学式） 

マウスまたはワイヤレスマウス 

FMV 画面で見るマニュアル V 1 .7 

画面で見るマニュアル 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 

インテル、 Intel 、 およびインテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Cor 阳 ration またはその子会 
社の登録商標または商標でず。 

xD-Picture Card™, xD - ピクチャーカード'™は實±写真フイルム株式会社の商標です。 

SD □ゴおよび SDHC □ゴは、商標です。 

r メモリースティック」、「メモリースティック PRO 」、 「メモリースティック Duo 」、 「メモリースティック PRO Duo 」、 「マ 
ジックゲート」および „：*. は、ソニー株式会社の商標または登録商標でず。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物でず。 

Copyright FUJITSU LIMITED 200日 


ドルビー、 DOLBY . AC -3、 フ□□ジック及びダプル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。 


/ CTVi 画面で見る 

〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 




各部の名拖と働き 


八ソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 
2パソコン本体側面 
3パソコン本体背面 
4パソコン本体内部 
曰キーボード . 


リ亡コンび添付されている機種のみ 


8 9 12 3 5 












宜团因日团 B 圓目 

パソコン本体前面 


スイーベル 

バソコン本体を左ちに 
回転して見やすい角度 
に調整します。 


リモコン受光部[ま 1] 

U モコンからの赤外線を受光します。 


キーボード/マウス 

アンテナ 

キーボードやマウスか6の 
信号を受けます。 


Web カメラ 

内蔵のデジタルマイク、テレビ 
電話用ソフトと合わせて使5こ 
とで、テレビ電話びでをます。 
(•> P .72) 


デジタルマイク 

テレビ電話用ソフトを利用 
して、音声通話びでさます。 


無線 LAN アンテナ 
C ま吕〕 

無線 LAN のアンテナび 
搭載されています。 


液晶ディスプレイ 

入力した内容や、バソコン内 
のデータなどを表示します。 


スピーカー 

バソコンの音青を 
出力します。 



録画ランプ 
ほ 1] 

テレビま組の録 
画中に点なしま 
す。 

八ードディスク /CD 
アクセスランプ（皂 5) 

内蔵八ードディスクや CD 、 DVD 、 Blu-ray 
Disc にアクセスしているときに点滅します。 

画面オフボタン- 

画面の表おや音を'消します。 

を1:テレビチューナー搭載機種のみ 
を吕：無線 LAN 搭載機種のみ 


CD/DVD 取 
り出しボタン 

ディスクを取り 
出します。 

1 


電源ボタン（(り） 

バソコン本体の電源を入れた日切った 
りしまず。 (•> P .18) 


明るさ調節ボタン 

画面の明るさを調節します。 （•> P . 吕 7) 


パソコン本体前面の各部の名称と^ 0^ 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「000270」で検索 
フ^ ュ アル ホご营 ください。 ^ 一「各部のち称と働き：バソコン本体前面」 


Q 1??™^ ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 












































































^' 宜团因日团 B 国回 

^パソコン之 


コン本体側面 


くソコン本体左側面 


B - CAS 力ードス□ツト （ d 兰卜 s |) 
組 

B - CAS 力ードの差し込み口です。 
B - CAS 力ードをセツトするとを 
は、カバーをがしてください。 


ダイレクト"メモリース□ツト 

SD メモリーカードやメモ U — ステイツクの差し込み□です。 
miniSD 力ード、 microSD 力ー ドおよびメモ U — ステイツ 
ク Duo などは、アダプタを使用してください。 （•> P .37) 



へッドホン-ラインアウト兼巧端子 （0) 

外径 3.5 mm の S ニプラグに対応した市販のヘッド 
ホンを接続します。また、設定を変更することで 
才ーディオ機器などの音声入力端テと接続するライ 
ンアウト端子として使用することわでさます。 

マイク-ラインイン兼用端子 （/) 

外径 3.5 mm の S ニプラグに対応した市販のパソコ 
ン用マイクを接続します。また、設定を変更するこ 
とで才ーディオ機器などの音声出力端子と接続ずる 
ラインイン端子として使用することもできます。 


USB コネクタく*^) 

プ1」ンタなどの USB 規格の周辺機器を接続します。 

ミち：テレビチューナー搭載機種のみ 


パソコン本体側面のさ部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 


♦ 


巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日28日」で検索 


-「各部の名称と働を：パソコン本体側面」 
コン本体左側面」 


r パソ 


各部 Q 名称と働さ 
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USB コネクタ （•^) 

プリンタなどの USB 規格の周辺機器を接続します。 


:ス~パーマルチドライブ搭載機種のみ 
: Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ 


ノくソコン本体ち側面 




スーパーマルチドライブ〔を 1] 

CD や DVD をセットします。 （•> P .2 白） 

Blu-ray Disc ドライブ 

(ス ー J (-マルチドライブ機能対応）[ま吕） 

C □や DVD 、 Bill - 旧 y Disc をセットします。 （••► P . 吕 9) 


パソコン本体側面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 


♦ 


ク画 

を『画面で見るマニュアル J »「000280」で検索 


-「ち部の名称と働さ 
コン 本体ち側面」 


バソコン本体側面」一「バソ 
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画面で見る 
マニュアル 


0 


添付の冊子 
マニュアル 


k このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
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をを 




































































































































^ 宜团因日团 B 国团 

パソコン本体背面 


盗難防止用□ック 
取り付け巧 （ fl ) 

盗難防止用ケーブルを 
接続しまず。 


バンド通し巧 

パソコン本体背面に接続したケープル類 
を結束した AC アダプタのバンドを通し 
ます。 


通風孔 

ノ（ソコン本体内部と外部の 
空気を交換して熱を逃びす 
ための開孔部です。 


コネクト 

CONNECT 

ボタン 

キーボー ド やマ 
ウスをバソコン 
に再認識させる 
とさに巧します。 
(- >P.62) 



LAN コネクタ 

(點 

LAN ケーブルを接続 
します。 （"►P.68) 


DC - IN コネクタ 

(= 11 ) 

添付の AC アダプタを 
接続します。 

を：テレビチューナー搭載機種のみ 


ユー エス ビー 

USB コネクタ 
(•^) 

プ1」ンタなどの US 日規格 
の周辺機器を接続します。 

アイト! J プルイー 

IEEE 1394 ( DV ) 端子（歴里]) 

デジタルビデオカメラ （DVC) や IEEE1394 規格 
の周辺機器を接続します。 


アンテナ入力端子 
(地上デジタル） 

(i 也 上 デジタル） 〔ミち] 

地上デジタル放送用の 
テレビアンテナと接続 
します。 （"►P.46) 


パソコン本体背面のさ部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次 
マニュアルをご覧ください。 


ミ ♦ 



参照 


巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日3日日」で検索 
-「各部の名称と働を：パソコン本体背面」 












































































































































宜团因日团 B 圓目 

パソコン本体内部 



胃胃メモリ];(がの部品に軸れないでください 

パソコン本体内部のメモリがの部品、 CPU フアンやシステムフアンの羽根には、絶対に手を触れ 
ないで<ださい。故障の原因とな0ます。 


パソコン本体内部の各部の名称と^ eimm 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「0002日0」で検索 
フ^ ユ アル ホご营 ください。 / 一「各部のち称と働き：バソコン本体内部」 


1つ GCVi 画面で見る 

I Z にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


































































































































































—宜团因日团 B 国团 

卡—ル— 1 、 


半角/を角キー 

キーを押ずごとに、半角入力/全角 
入力を切0誓えます。全角入力にす 
ると、日本語を入力でさます。 

エスケープ 

Esc キー 

現在の作業を取り消します。 


音量調節ボタン 

パソコン本体の音量を 
調節します。（••►ドぶ目） 


パソコン電源ボタン（（1)) 

バソコ ン本体の電源を入れた0 
切った0します。 （•> P .18) 


ワンタッチボタン 

決め日れたソフトウエア 
をワンタッチで起動しま 
す。起動するソフトウエ 
アを変更することわでを 
ます。 (•> P .28) 
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因因曰 □ □回 □ 因因□四 


曰 ipig 因]因 U U 〔口 ipi 図亡 J 


正が日 


片 I ] [岡 J 陸)]〔…]ドおかの] 
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曰 


回 


因 


回 
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バックスペース 

Back Space キー 

マウスポインタの左側にある 
1文字を削除します。 

デ U - 卜 

r - Delete キー 

マウスポインタのち側にあ 
る1文字を削除します。 


エルシーディー 

^状態表示 LCD 

キーポードの電ミせ残量 
や、バソコンの巧態を 
表のします。 


[Back I 
[SpacsJ 


□國口[岡國因 P 


i ] h 1 m 囚阿因 
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スぺース 

空白 （ Space ) キ- 

空白を入力します。 
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テンキー 

数字や記号を入力します。 


Fn キー 

このキーを巧しなが6 ! I で囲まれたキー 
を押すと、それぞれのキーに割0当てられた 
機能を使用することびでさます。 


Shift キー 

[[Shift]] を丰甲しなびら記号の刻印されている 
キーを押すと、そのキーの上段に刻印され 
ている記号を入力でをます。 


エンター 

Enter キー 

入力した文字を確定した0、 
改行したりします。 


カーソル キー 

マウスポインタを上下左ちに移動します。 


キヤプス□ツク 

Caps Lock /英数キー 

怪 M を押しなびら に^^ を巧して、 

英大文字入力/ル文字入力を切り替えま 
す。 





























































































































































CONNECT ボタン 

キーボードをパソコンに再認識させ 
るときに押します。 （•♦ P . 目 2) 


電池ボックス 

キーボード巧の乾電池（アルカ I 」 
単3乾電池2本）を入れます。 



その他のキーや詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧 < ださい。 




巧]『画面で見るマニュアル』》「日日日22日」で検索 
-「各部の名称と働を：キーボード」 


H CTVi 画面で見る 

にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
















































































m 宜团因日团 B 国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

Ij u モコン 


リモコンび添付されている機種のみ 

Windows び起動しているときのをな機能について説明しています。 


おずずめボタン- 

r おすすめコンテンツメニュー」を 
起動しまず。 


数字ボタン- 

テレビのチャンネルや DVD-VIDEO 
のチャプターなどを指定します。 



メディアセンター 

Media Center ボタン 

[Windows Media Center [ウイン 
ドウズメディアセンター]」を起動 
します。 


テレビボタン 

rOigitalTVbox [デジタルテレビ 
ボックス]」を起動します。 


操作ボタン 

音楽 CD 、 DVD - VIDEO や録画した 
テレビ番組の再生などびで定ます。 


その他のボタンや詳しい説明は次 
のマニュアルをご覧ください。 


り^^^ 


い 

マを 


『画面で見るマニュアル』》「000320」で検索 
「各部の名称と働さ：リモコン」 

『画面で見るマニュアル』》 I ■吕11340」で検索 


一 IT おずすめコンテンツメニュー」を活用しよラ」 
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電源を入れる/切る . 

音量を調節する . 

画面の明るさを調節する . 

ワンタッチボタンを使う . 

CD / DVD / 目 lu - 旧 y Disc を使ラ . 

メモ U — カードを使ラ . 

テレビを見るためには . 

テレビチューナー搭載機種のみ 

リ亡コンを使う . 

U モコンび添付されている機種のみ 
ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使ラ 

LAN 箱線 LAN ) 機能を使う . 

無線 LAN 機能を使ラ . 

無線 LAN 搭載機種のみ 

Web カメラを使う . 

スタンドの高さを調節する . 



パソコンの取り巧い 


最初に確認していただをたいことと、使用上の注意事項などを説明しています。 


12 3 4 5 6 7 8 901 23 


8 6 7 8 9 7 3 
12 2 2 2 3 4 


4 

已 


加關日 


7 


2 4 
7 7 




















田 QQQ 因回 Q 囚 

電源を入れる/切る 


電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A 注意 

A . ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのス□ットに指 
などを入れないで<ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 



1〇 GCVi 画面で見る 

I 〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 

















































電源を入れる 


0 


ここでは電源の入れ方のラち Windows を起動する方法を説明しています。 


[ kQ 電源を入れるとさの注意 

-電源を切った後は、なに電源を入れ直すまで1日秒ほどお 
待ちください。 

-パソコンに巧などのカバーをかけている場合は、必ずそれ 
5を完全に取0がしてか5電源を入れてください。パソコ 
ンの通風孔などが布などでふさびれたまま使用すると、パ 
ソコン内部に熱びこわ0、動作不良や本体カバーの変形び 
起きることびあります。 

-電源を入れた後は、手順4の画面び表示されるまでは電源 
を切らないでください。手順4の画面び表示される前に電 
源を切ると、パソコンの動作び不安定になります。 


駐 しば目く操作しないと 

電源を入れた状態でしばら <( 約已分間）操作しないと、動画（スク U —ンセーバー）び表示され 
たり、画面び真っ暗になった0することびありますび、電源び切れたわけではあ0ません。これはパ 
ソコンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かした D 、 キーボードの® m 〇 〇や fisM ] のどれかを巧した0すると、元の 
画面に戻0ます。 



1 パソコンに接続されている機器の電源を入れまず。 


2 AC アダプタびコンセントに接続されていない場合は、電源プラグを 
コンセントに差し込みまず。 














3 パソコン本体前面の(1)(電源）マークに触れまず。 


手袋や緋創冒などのない、素手で触れて < ださい。 

■パソコン本体前面 



(これ!;^降のイラストは機種や状況により異なります） 


電源ボタンが点灯し、画面にさまざまな文字などが表示されます。そのまま、しばらくお待ちく 
ださい。 


C?>oint 電源を入れるち法はいろいろありまず 


キーボードやリモコン0」モコンび添付されている機種のみ）のパソコン電源ボタンでも電源を入れることび 
でさます。 

■キーボードの場合 ■リモコンの場合（リモコンび添付されている機種のみ） 


パソコン電源ボタン 



パソコン- 
電源ボタン 



っ〇 CfVi 画面でちる 

ZU にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 






















































4 このような画面び表示されたことを確認しまず。 



(画面は機種や状況により異なります） 


f^oint Windows び起動しない場合 

電源を入れても Wind 日 WS び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

G 『トラブル解決ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンびおかしいとさの日 & A 集」一「起動/終了」 


電源を切る 


ここでは電源の切り方の5ち Windows を終了するち法を説明しています。 

このパソコンを使わないとさは、 Windows を終了せずに r 待機状態（スリープ)」にしておくこ 
ともできます。ス U —プするち法については、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」 
(•> P .24) をご覧ください。 


1作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了しまず。 


ソフトウエアを起動したままでちこれしツ降の操作を進められますび、途中で作業中のデータをイ呆 
存するか確認するメッセージび表おされることびあ D ます。誤動作の原因となるので、あらかじ 
めデータをな巧した後、ソフトウエアを終了してください。 
















2 CD や DVD などびセツトされていた5、パソコン本体前面の ±( CD / 
DVD 取り出し）マークに軸れて取り出しまず。 


手袋や紳創冒などのない、素手で触れて< ださい。 

■パソコン本体前面 

二に D/DVD 

取り出し） マーク 


(これ(降のイラストは機種や状況によ D 異な D ます） 
パソコンの電源を切ってしまラと、 CD や DVD などは取り出せません。 

J パソコン本体前面のの(電源）マークに触れまず。 

手袋や緋創冒などのない、素手で触れて< ださい。 

■パソコン本体前面 

(1)(電源） マーク 


しばらくすると Windows び終了し、パソコン本体の電源び自動的に切れます（画面び暗くなり、 
ノてソコン本体の電源ボタンび消なします)。 

[pQ &( 電源）マークには蝴れ続けないでください 

こ1)(電源）マークに4秒 U 上触れ続けると、 Windows などの正常な終了処 S びで走ないまま、強 
制的に電源び切れてしまいまず。 




22 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





















み oint 電源を切るち法はいろいろありまず 

-「スタート」ニューから電源を切る 

1. 0(スタート）一 KHKMD の D 一「シャットダウン」の順にク U ックします。 

電源び切れます（画面び暗くなり、電源ボタンび消灯します)。 

-キーボードで電源を切る 
1. キーボードのパソコン電源ボタンを押します。 

電源び切れます（画面び暗くなり、電源ボタンび消好します)。 

- U モコンで電源を切る0」モコンび添付されている機種のみ） 

1. U モコンのパソコン電源ボタンを押します。 

「コンピュータの電源を切る」画面び表示されます。 

2. U モコンの<(左力ーソル）ボタンまたは>(ち力ーソル）ボタンを巧して「電源を切る」を選択し、決 
定ボタンを押します。 

電源び切れます（画面び暗くなり、電源ボタンび消好します)。 

■キーボードの場合 ■リモコンの場合（リモコンび添付されている機種のみ） 


パソコン電源ボタン 



パソコン- 
電源ボタン 


左カーソル 
ボタン 



ミ央定ボタン 


ち力ーソル 
ボタン 


巧 >oint 電源び切れない場合 

マウスやキーボードび操作できないなど、電源を切る操作びでさないと走は、;欠のマニュアルをご覧ください。 
0『トラブル解決ガイド』 

一 「Q&A 集」一「パソコンびおかしいとさの日 &A 集」一「起動/終了」 

それでち電源び切れないとさは、(；1)(電源）マークに4秒政上触れ続けて、強制的に電源を切ってください。 
電源を切った後、量源ボタンび消灯している（電源び切れている）ことを確認してください。電源ボタンび点 
滅していると走は、ス U- プ状態になっているため電源び切れていません。わラー度（1)(電源）マークに4 
秒 ULL 触れ続けて量源を切ってください。 一 


4パソコンに接続されている機器の電源を切りまず。 
























































ノ くソコンを待機状態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないときは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコ 
ンを使ラときにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープと体止状態びあります。ご購入時には、「スリープ」に設定されています。 
ここでは、パソコンをス1」ープする方法と、ス1」ープから復帰するち法について説明します。 

(5>oint 次の場合はパソコンの電源を切ってください 

-パソコンを長期間使わないとさ 

-バソコンの動作び遅くなった0、正常に動作しなくなったとき 
いったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

電源の切0方については、「電源を切る」 （•> P . 吕 1) をご覧ください。 

巧 Oint ス U —プとは 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保をして、パソコンを待機態にすることです。 
スリープ中は、メモ U に保をしたデータなどを保持するためにかしずつ電力を消費しています。 


パソコンをスリープする 


1©(スタート）一 K ■をクリックしまず。 


鐵 

勇 

か 


Windows カレン ター 
Windows ミーテインヴスぺース 
FMV 西面で見る7ニユア J レ 


コンピュータ 
不ットフーク 
接房巧 

コント□一 J レノ くみし 
既をのプ□グラム 



(画面は機種や状況により異なります） 


パソコンがス U —プします。ス U —プ中は、電源ボタンが点滅します。 


24 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 










スリープか 6 復帰する 

1パソコン本体前面のの(電源）マークに触れまず。 

手袋や鮮創實などのない、素手で触れて< ださい。 

パソコンびス U - プから復帰（レジューム）します。こり(電源）マークは4砂し U 上触れ続けないで 
ください。パソコンの電源び切れてしまいます。 

み oint 復帰するとさは 

スリープにした後、すぐに復帰（レジューム）しないでください。 

必ず、 ] 日秒政上たってから復帰（レジューム）するようにしてください。 

ス U —プや休止状態については、次のマこュアルちご覧ください。 

力臟について 

を]『画面で見るマニュアル』》「日日日41日」で検索 
-「省電力機能を使ラ」 


パソ n ン《取り扱い 
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) ] 田 BED 因回 EE 

A ち量を調若 


音量を調節する 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明しま 
す。 

キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節でき 
ます。 


1 キーボード上部にちる音量調節ボタンを押して、適切な音量に調節しま 
ず。 

ボ U ユームボタン（一）を押すとルさく、ボ1」ユームボタン （+) を押すと大をくなります。 
Mute [5 ユート](消音）ボタンを押すと音び消え、画面ち下の通知領域にある表示び化に変わ 
ります。もう一度押すと元の音量に戻り、表示もり々に戻ります。 

ボ I 」 ューム ボタン（一）ボ U ユームポタン （+ ) 


• -^+ « 


W - W * 

Q Mute (消音）ボタン 


|Esc 1 

1 

囚 

1 F2 ] 

1 口 1 

1 F4 1 



(イラストは機種や状況により異なります） 


音量を調節ずるち法はいろいろちりまず 

画面ち下の通巧領域にあるり》(音量）など、他の方ミ去でち音量を調節でさます。 

QMiH 他のちをで龍を11節する場合 

を1『画面で見るマニュアル J 》 「000190」であ索 
-*■ 「音量を調節する」 


column 


26 Q I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




































^ 田 BBB 因回 Q 因 

画面の明るさを調節する 


ここでは、液晶ディスプレイの明るさを調節するち法について説明します。 
パソコン本体前面の明るさ調節ボタンで、液晶ディスプレイの明るさを変更するこ 
とびでさます。 


1 パソコン本体前面にある+ (暗一明）マークや一(明一暗）マークに 
触れて、適切な明るさに調節しまず。 

手袋や鮮創實などのない、素手で触れて < ださい。 

+ (暗一明）マークに触れると明るく、一（明一暗）マークに触れると暗くなります。 


■パソコン本体前面 


の± 


JJ 

-+ (日音一明）マーク 

-(明一暗）マーク 


(イラストは機種やが況によ日異な日ます） 
明るさを調節中は、画面下部に明るさを示すインジケータび表示されます。 

贩加0日 a a u 3敝 

暗い <-> 明るい 



明るさの設定について 1 

Column 


巧るさ調節ボタンで画面の明るさを設定してち、バソコンを再起動したり、ス U —プか5復帰した場 
合は、変更前の明るさに戻ります。 

バソコンを再起動したり、省電力状態か5復帰した0した後ち設定を有効にしておさたい場合は、「電 
源オプション」ウィンドウで設定してください。 

詳しくは、巧のマニュアルをご覧くださし、。 

Q 网就 H ® の明るさの調飾〔ついて 

を01面で見るマニュアル』》「000180」で検索 
「液晶ディスプレイの明るさを変更する」 






































田 QQQ 因回 Q 囚 

ワンタッチボタンを使う 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを 
押すだけでソフトウエアの起動や E メールの受信などび行えます。 



a ■メ ール 

メールソフトを起動します。 

b . インターネット 

「Internet Explorer [インターネットエクスプ □— ラ]」 
を起動します。 

C. メニユー 

「@六ニュー」を起動します。 

d . ズーム 

「らくらくズーム」を起動します。 


e. サポート 

- Windows 起動時 

「FMV サポートナビ」び起動し、 「Q&A」 や「日頃の 
メンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めるこ 
とびでをます。 

•シャツトダウン時 

Windows び起動しないときにも、「八ードウエア診断」 
や「マイリカバ U」 などトラブル解ミ夫に役立つサポー 
卜機能を使ラことびでをます。 

を：ス U —フ中の場含には 「FMV サポートナビ」び起 
動します。 


(5 >oint r ユーザーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合 

ワンタッチボタンを押して「ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合は、「続行」をク U ック 
してください。「続行」び表示されずに「管理をアカウント」び表示されている場合は、そのアカウントのパ 
スワードを入力してから「日に」をク U ックしてください。 

Q iaiiti ワンタッチボタンについて 

@ I ■画面で見るマニュアル』》「000330」で検索 
一「ち部の名称と働さ：ワンタッチボタン」 

G 『トラブル解巧ガイド』 

一「充実のサポート機能でまわ-快適」 


28 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





















































































































































































































































































































































fflBBB 因囚 Q 因 Dl 

CD / DVD / 目 lu-ray Disc を使 

•5 


このパソコンでできること 


このパソコンでは、 CD 和 DVD の読み出しや書さ込みをしたり、音楽 CD 和 DVD-VIDE 日を再 
生したり、 Blu-ray Disc (Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）の再生や読み出し、書を込みを 
行ラことがでさます。 


詳し<は、なの マこュ アルを参照して<ださい。 


Q 段就 CD や DVD、Blu-ray Disc で楽しむ 

を]『画面で見るマニュアル』 

一「カテコ ' U か5探す」一 「 CD / DVD 」 



CD / DVD カテコ fU 

























































このパソコンで使えるディスク/使えないディスク 



使えるディスク 

このパソコンでは、 12cm の CD 和 DVD、Blu-ray Disc (Blu-ray Disc ドライブ搭載機種の 
み）がお使いになれます。 8cm の CD 和 DVD はお使いになれません。 

なお、 CD 和 DVD、 目 lu-ray Disc にはさまざまな種類があります。このパソコンでお使いにな 
ることのでをる CD や DVD、 目 lu-ray Disc は、次のとおりです。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD) 

ソーテイー了イーエー 


フオト CD 

フオトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディー U ライタプル 

DVD 

DVD-ROM 

ディープイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 


DVD-R 

ディープイディーアール 
ディープイディーマイナスアール 


DVD-R DL 

ディープイディーアールダブルレイヤー 
ディープイディーマイナスアールダブルレイヤー 


DVD-RW 

ディープイディーアールダブル 
ディープイディーマイナスアールダプル 


DVD+R 

ディープイディープラスアール 


DVD+R DL 

ディープイディープラスアールダブルレイヤー 


DVD+RW 

ディープイディープラスアールダブル 


DVD-RAM (ミお 

ディープイディーラム 

ブルーレイディスク 

Blu-ray Disc 

BD-ROM 

ビーディー□ム 

BD-R 

ビーディーアール 
ビーディーレコーダプル 


BD-R Double Layer (D し） 

ビーディーアールダブルレイヤー 
ビーディーレコーダプルダブルレイヤー 


BD-RE C ミお 

ビーディーアールイー 
ビーディー U ライタプル 


BD-RE Double Layer (DL) 

ビーディーアールイーダブルレイヤー 


絶 

ビーディー U ライタプルダブルレイヤー 


BD-R LTH TYPE 

ビーディーアールエルティーエイチタイプ 


を： DVD-RAM および Blu-ray Disc をお使いになる場含には、フオーマツトび必要です。 


このパソコンの CD/DVD ドライブの読み込み/書き込み/書き換え速度については、「目 lu-ray 
Disc/DVD/CD ドライブ仕様一覧」 （•>P.122) をご覧ください。 


っ〇 CfVi 画面でちる 

ゴ U にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


























I 重巧 DVD - RAM に〕いて 

•カート U ツジなしタイプまたはカート U ツジか日ディスクび取り出せるタイプをご磨入ください。 
カート IJ ツジに入れた状態で使用するタイプ （ Typel ) は巧用でさません。また、無理に取0出 
して使わないでください。 

' 吕 .6 GB および己. 2 GB のディスクは、使用できません。 

' DVD - RAM 吕 （1 吕倍ま/1日倍速）は、使用できません。 


推奨ディスク （2009 年2月現在） 

なのディスクの使用を巧奨します。 

下記し i (かのディスクをお使いの場合は、書を込み/書を換え速度びほ下することびあ D ます。ま 
た、正常に書を込み/書を換えびでさない場合や再生でをない場合びあります。 


ディスク 

力一 

方一力一型名 

CD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

兰菱化学 X ディア 

SW 74 QU 1、 SW 80 QUK SW 74 EU 1、 SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR -47 WTYN 、 DR -47 WTY 20 AA 、 DR - C 1 2 WTY 1 0 SN 、 
DR - C 12 WPY 10 SA 

DVD-R DL 

王菱化学メディア 

DHR 8 已 m 

DVD-RW 

日本ビクター 

VD - W 47 H 

三菱化学 ディア 

DHW 47 RK VHVV 12 YSP 已、 VHVV 12 NSP 已 

DVD+R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR +47 WTYN 

王菱化学メディア 

DTR 47 J 10 

DVD+R DL 

王菱化学 X ディア 

DTR 8 已川 

DVD+RW 

兰菱化学 ディア 

DTW 47 U 1 

DVD-RAM 

バナソニック 

LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM - HB 94 M (9.4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立7クセル 

DRM 47 PWC . S 1 P 已 S A (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 
DRM 120 PWC . S 1 P 已 S A (120 分、力ート U ツジ無)、 
DRM 120 ES . S 1 P 5 S (120 分、力ート U ツジ無） 

B [> R ; ち 

バナソニック 

LM - 目 R 2 已 DW (2 已 G 目）、 LM - 目 R 2 已 LD (2 已 G 目）、 

LM - 目 R 已〇 DW (已 0 G 目）、 LM - 目 R 已日 LD (已 0 G 目） 

BD*E を 

バナソニック 

LM - 目 E 2 已 DVV (2 已 G 目）、 LM - 目 E 已 ODVV (已 0 G 目） 

BD-R LTH 
TYPE ミ主 

太陽誘電 （ That ' S ) 

BR - V 2 已 VVTY (2 已 G 巨） 


を： Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ 


パソ n ン《取り扱い 
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使えないディスク 


次のディスクはお使いにならないでください。 

• 円形似外の異形ディスク（星型和カード型などの変形ディスク） 

このパソコンは円形のディスクのみお使いになれます。 

円お！;!外の異おディスクをお使いになると故障する場合があります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面が薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合 
がお0ます。 

規格外の DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

•規格外の厚さの Blu-ray 媒体 (Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ） 

規格では媒体の厚さを 1.1 已 mm 〜1 .3 mm と規定しています。 

記録面が薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合 
がお0ます。 

規格外の Blu-ray 媒体をお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

•市販のク U —こングディスク、レンズク U —ナー 
市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナーをお使いになると、逆にコ‘ミを集めてしまい、 CD/ 
DVD ドライブのレンズがミちれてしまラ場合がありますので、お使いにならないでください。 

• 中むに穴のあいていないディスク 
•傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合があります。 


^oint 8 cm のディスクについて 

8cm のディスクはお使いにな5ないで<ださい。 

8cm のディスクなど、このパソコンで使えないディスクをお使いになると、パソコン本体が故障することび 
あります。このよラな場合は保証の対象外のため、有償修理となります。 

この A ソ]ンで使えるディスクや使えないディスクについて 

を！『画面で見るマニュアル』》「日日日日已日」で検索 
一「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


32 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




ディスクを再生するとをのミ主意 

rWinDVD [ウィンディーブイディー]」の更新について 

このパソコンには、 DVD や Blu-ray Disc (Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）を再生す 
るソフトウェア rWinDVD」 び用意されています。より快適に DVD や Blu-ray Disc を見る 
ために、 rWinDVD」 は常に最新の状態に更新してお使いください。 「WinDVD」 を更新する 
には、ヴポートぺージ （htt|3://azby.fmworld.net/support/) から巧応プ□グラム（随時提 
供）をダウンロードして、インストールしてください。 

ダウン□ー ドの方法については、「ダウンロード」のページにある説明をご覧ください。イン 
スIル手順については、アップデートプ□グラムに添付されている 「Readme.txt」 をご覧 
<ださい。 

AACS [王ーエーシーエス]キーの更新について 
Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ 

Blu-ray Disc には、著作権な護技術 （AACS ) のキー ( AACS キー）び働いています。 

この AACS キーは1己〜18ヶ月毎に更新されますび、著作権な護の状況によっては不定期に 
更新される場合ちあります。 

更新された AACS キーび設定されている Blu-ray Disc を再生するためには、このパソコンの 
AACS キーち更新する必要びあります。 

更新ち法については、下記の URL をご覧ください。 
http://www'fmworld'net/aacs/deskpowe「 

QMiH ディスクを雖ずるときのを意 

巧1 『画面で見るマニュアル』》「000070」で検索 
-> 「ディスクをち生するとさのを意」 


パソ n ン《取り扱い 
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ディスクをセツトする 


ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとをにセツトでさます。 


A ミ主意 


A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのス□ツトに指 
などを入れないで<ださい。 

けびの原因となることびあります。 


1パソコンにディスクをセットしまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

ディスクのレーベル面をパソコン本体前面側に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの 
読み取り/書を込みを行5面をパソコン本体背面側に）して、スロットに差し込みます。 



八ードディスク/ CD アクセスランプ 
(イラストは機種や状況により異なります） 

ディスクびセットされ、八ードディスク / CD アクセスランプび点滅します。八ードディスク/ 
CD アクセスランプび消灯したことを確認してから、なの操作に進んでください。 

ディスクによっては、セットすると自動的に起動するちのもあります。 

巧 oint セットずるとをの注意 

ディスクをセットするとをは、ディスクを垂直にしてス□ットにまっすぐに差し込んでください。ディスクび 
ス□ットにまっすぐに入5ないと、ディスクに傷び付いたり、パソコン本体び故障することびあります。 
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J 「自動再生」ウィンドウが表示された場台は、次のどち5かの操作をし 

之まず。 


-すでにソフトウェアが起動している場合は、@をク U ックします。 

-ソフトウェアが起動していない場合は、表示されている項目の一覧で使いたいソフトウェアを 
ク U ックします。 


ゴ'占巨動ち生 ぶ白口 g 

- DVD RW ドライブ fE:) Audio CD 

3 < 


图才ーデイブ CD に対しては荀こ巧の勤けを巧う： 


マーデイオ CD のオプション 

a オーディオ CD のち生 

-Windows Media PI がが ほ用 

a CD から音黑を巧りをむ 

-Windows Media PI が erf ま用 

トディオ CD の再を 
-Windows Media Center ほ用 

オーデイオ CD の再を 
-WinDVD for FUJITSU ほ用 

ファイルをち加 

-Roxio Central Data ほ用 

の CD を〕ピー 

-Roxio Central Copy ■ほ巧 

ク% ] シピレーンわのを巧巧 
'Roxio Central Audio 巧ち 

全胺のオプション 

コントロ ー/しパネんで宜か西ホの巧す ホ完ぞします 


ソフトウエアび起動している場合は 
ここをクリック。 


使いたいソフトウエアをクリック。 


(画面は機種や状況により異なります） 




ディスクを取り出す 


ディスクは、 Windows が起動している場合に取り出すことがでをます。 

A ミ主意 

A - ディスクをセットするとき、および取り出すとをには、 CD/DVD ドライブのス□ットに指 
などを入れないで<ださい。 

けがの原因となることがあります。 


1 ディスクを使っているソフトウェアびあれば、終了しまず。 


2 ハードディスク/ CD アクセスランプび消：打していることを確認し、 
パソコン本体前面の全に D/DVD 取り出し）マークに触れまず。 

手袋や緋創冒などのない、素手で触れて< ださい。 

ディスクび少し出てをます。 

J ディスクを取り出しまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

ディスクは、ディスクの中央の巧と端を指で持って取り出すことをお勧めします。 
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田 qBB 因回 Q 因 

メモ U —カードを使う 


ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —力一 
ドのセットち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U - 力ードやメモ U - スティックを総称して、メモ U - 力ードと呼んでい 
ます。 


メモリーカードをお使いになるラえでの注意 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にご注意ください。 


•メモ U - スティック Duo 、 メモ U - スティック PRO Duo 、 min 旧 D 力ード、または microSD 
カードをお使いの場合は、必ずアダプタにセットしてからお使いください。そのまま挿入する 
と、メモ U —カードび取り出せなくなります。 

また、メモ U - 力ードを取り出す場合は、必ずアダプタにセットしたまま取り出してください。 
アダプタだけをダイレクト-メモ U —ス□ットに残すと、故障の原因となります。 


メモ U —スティック Duo アダプタ 



メモ IJ — スティック PRO Duo 


microSD 力ードアダプタ 



imcmSD 力ード 


• メモ U —スティック Duo アダプタは、塗装部分び剥びれた状態では使用しないでください。ダ 
イレクト•メモ U - スロット内部の端子び接触し、メモ U - スティック Duo またはメモ U - ス 
ティック PRO Duo を認識しなかったり、故障の原因となります。 

また、剥びれた塗装部分などにテープなどを貼って使用することちしないでください。アダプ 
夕び取り出せなくなる場合びあります。 

• min 旧 D カードのアダプタには、裏面の中央部から端子び露出している製品びありますび、こ 
のタイプのアダプタは使用しないでください。ダイレクト-メモ U —スロット内部の端テび接 
触し、故障の原因となる場合びあります。 

miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端テび露出していない製品をご利用ください。 


X 


皿皿皿日 

f QDQq 

qqqdd [] 


人 


〇 praffi 


端子が露出している 














使えるメモリーカー 


マジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでさません。 

マルチメディアカード、セキュアマルチ:><ディアカードには対応していません。 

SD メモリーカード、 min 芭 D カード、 microSD カード、 SDHC 力ードは、著作権保護機能 （CPRM [シーピー 
アールエム ]) に対応しています。 

2 GB を超える SD メモリーカードには対応していません。 2 GB を超える場含は、 SDHC カードをお使いくださし、。 


ダイレクト•メモ U- ス□ットは、デジタルカメラなどに使われているメモ U- 力ードに直接デー 
夕を読み書さするためのス□ットです。 

ダイレクト-メモ U —ス□ットが対応しているメモ U —カードは次のとおりです。 

なお、すべてのメモ U —カードの動作を保証するをのではありません。 


Mem 口 ryStick し/主 1 J 

證 〔注幻 

- ><モ11ースティック 

- メモ U — スティック 
(メモ U —セレクト機能付） 

-メモ U — スティック Duo 

- ><モ11ースティック PRO 

- メモ U — スティック PRO Duo 

- SD メモ U — カード 

- min 陌 D カード 

7イク□エスデイー 

- microSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 


ゾモリーカードをセツトする/取り出す 


A ミ主意 

A - メモ U —カードをセットまたは取り出す場含は、ダイレクト-><モリース□ットに指などを 
入れないで < ださい。 

けがの原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U —カードは小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様び□に入れたり、誤って飲み込むとけびや窒息の原因となります。万一、飲み込んだ 
場合は、すぐに医師に相談してください。 


胃0 メモリーカードをお使いになるときの注意 

-メモリーカードや記録されているデータの取0扱いについては、メモ U— カードや周辺機器のマ 
ニュアルをご覧ください。 

-メモリーカードをデジタルカメラなどで使っている場含は、お使いの機器でフォーマットしてくだ 
さし' i。Windows でフォーマットすると、デジタルカ方ラなどでメモ U —カードび使えなくなりま 
す。デジタルカラなどでのフォーマットの方法については、お使いの機器のマニュアルをご覧く 
ださい。 

-テレビチューナー搭載機種の場合、テレビ番組の視聴中や録画中または録画予約の待機中は、メモ 
U— 力ードのセットや取り出しを行わないでください。 
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まを 


っ〇 rfVi 画面でちる 

づけ マニュアル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 







メモ u — カードをセットする 

■ メモリーカードをダイレクト•メモリース□ットにセットしまず。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作し和すくなります。 



※製品名のある面をパソコン本体前面側にして、まっすぐにセツトします。 

《 SD メモ U —力ードと方モ U —ステイツクを同時に使用することはでをません。 


パソ n ン©取り扱い 
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み oint r マイフォト」について 

このバソコンには画像表示ソフトウエア「マイフォト」び添付されています。メモ1」ーカードをバソコン本体 
のダイレクト•メモ IJ — ス□ットにセットすると、「マイフォト」び起動する場合びあります。 

メモ IJ — 力ードをダイレクト•メモ U — ス□ットにセットした場合に「マイフォト」を起動しないよ5にする 
には、「マイフォト」のメニュー画面の「設定」ボタンをク IJ ックして、「メモ1」一力ード挿入時にこのソフト 
を自動起動する」の「しない」の©を♦にして、「適用」ボタンをク U ックします。 



(画面は機種や状況によ D 異な D ます) 


「マイフォト」について、詳しくは次のマニュアルをご覧ください。 

〇 叔就 「7イフホト」について 

を） 『画面で見るマニュアル J » 「210750」で検索 
- 「マイフォト」 


40 を輕說 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
























メモリーカードを取り出す 


1 メモ11~力~ドにアクセスしていないことを6き認しまず。 

ファイルのコピー、移動、削除などび終了していることを確認してください。 

2 画面ち下の通知領域にある fc (ハードウエアの安全な取りがし）を 
クリックしまず。 

メモ U - 力ードによっては、 to (八ードウエアの安全な取りかし）び表示されないものもありま 
す。アイコンび表示されない場合には、メモ U - 力ードのマニュアルをご覧になり、確認してく 
ださい。 

J 「 nnn をま全に取りがしまず」をクリックしまず。 

nnn にはお使いのメモ U —カードの名称が表示されます。 

み oint メッセージび表示された場合 

「デバイス’況用ボ IJ ューム’をろ停止できません。後でデバイスの停止をも5—度実行してください。」とし、 
5メッセージび表おされた場合は、 「0 K 」 をク IJ ックし、メモ IJ — 力ードにアクセスしていないことを確認 
してか5、ちラー度手順2占、5やり直してくださし、。 

4 「このデバイスはコンピュータか5を全に取りがずことびできまず。」と 
いうメッセージび表示された5、 rOKJ をクリックしまず。 


パソ n ン《取り扱い 
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5 メモリーカードを取り出しまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 
メモ U —カードを一度押すと、少し飛び出します。 



飛び出したメモ1」一力ードを弓 I を抜をます。 


[kQ メモリーカードを取り出ずときの注意 

-ダイレクト•方モリース□ットかモリーカードを取り出す場合は、メモ U —力ードを強く巧さ 
ないでください。指を離したとさメモリーカードび飛び出し、紛失したり、衝撃で破損したりする 
おそれびあります。 

また、メモリーカードを引き抜くときは、ひねったり斜めに引いたりして、メモ U —力ードに無理 
な力びかか5ないよラにして < ださい。 

-方モリーカードを取り出すとさは、ダイレクト•メモリース□ットを人に向けたり、顔を近づけた 
りしないでください。メモ U —カードび飛び出して、思わ城けびをするおそれびあ0ます。 


メモ U —カードについては、次のマこュアルちご覧ください。 

Q 段就 メモリ-力-ドについて 

を！ 『画面で見るマニュアル』》「日日日7日日」で検索 
一「メモ U — 力ードを使ラ」 


42 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


















田 qBB 因回 Q 因 

テレビを見るためには 


テレビチューナー搭載機種のみ 

ここでは、このパソコンで視聴でさる放送やアンテナとパソコンとの接続例などに 
ついて説明します。 


了レビを見るために必要な準備 


初めてテレビを見るとさは、なの作業び必要です。 

1 このパソコンで視聴でをる放送を確認する （々 P .43) 
2 接続方法を確認する （..► P .44) 

3 必要なちのを用意する （"► P . A 己） 

4 アンテナを接続する (•> P .46) 

5 B - CAS 力ードを準備する（ホド.己 1) 

6 ソフトウェアを準備する （"► P . 己 3) 


このパソコンのテレビチューナーで視聴でさる 
放送について 


このパソコンでは、地上デジタル放送 （UHF [ユーェイチェフ]放送）を視聴でをます。地上ア 
ナ□グ放送、 BS デジタル放送、および110度 CS デジタル放送は、視聰でをません。 

地上デジタル放送を視聴する前に、お住まいの地域び地上デジタル放送の放送ェ U ア内かど5か 
を、社団法人デジタル放送巧進協会のホームページ ( http ;// www . dpa . or . jp /) (2009 年2月 
現在）で確認してください。 

なお、お住まいの地域び地上デジタル放送の放送ェ U ア内であってち、地形やビル陰などによっ 
て電波びさえぎられたり、電波び弱かった D する場合は、視聴でをないことびあります。 



接続例 


アンテナケーブルの接続ち法は、アンテナの設置お態、壁のアンテナコネクタの形、お使いにな 
るケーブルによって異な D ます。なの図から最ち近いをのを選択し、必要なケーブル類を接続し 
てください。 

地上デジタル放送を視聰するには、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナび必要です。 
アンテナについて詳しくは、「デジタル放送用のアンテナについて」 （"► P .44) をご覧ください。 
また、マンシヨンなどで地上アナ□グ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合の場合の接続例 
は、「マンションなどの共同受信の場合」 (••► P .44) をご覧ください。 


UHF アンテナ（地上デジタル放送対応) 



田マンシヨンなどの共同受信の場合 

マンシヨンなどで共同受信の場合は、地上アナ□グ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合に 
なっている場合びあります。 


コネクタのお 

I 厕 I 印 I 

アンテナケープル 

田デジタル放送用のアンテナについて 

ここでは、地上デジタル放送を視聴するためのアンテナについて、説明します。 

地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナを、地上デジタ 
ル放送の電波送信塔に向けて設置する必要びあ0ます。 

地上デジタル放送に対応していない UHF アンテナをお使いの場合は、地上デジタル放送に対応 
した UHF アンテナを設置してください。また、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナをお 
使いの場合でち、アンテナの向をを変更したり、ブースターび必要になった D する場合びありま 
す。アンテナの向をを変えると、今まで視聰していた地上アナログ放送び映らなくなることびあ 
りますので、そのよラなとさは、地上デジタル放送用と地上アナログ放送用のアンテナを、別に 
設置することをお勧めします。 

また、お住まいの地域によって、周波数び異なります。詳しくは、アンテナエ事業者やお近くの 
電気店にお問い合わせください。 

巧 oint ケーブルテレビをご利用になっている場合 

ケーブルテレビをご利用になっている場合は、受信契約をしているケーブルテレビ放送会社によって接続ち法 
び異な D ます。詳しくは、ケーブルテレビ放送会社にお問い合わせください。 

このパソコンでは、同一周波数バススルー方式と周波数変換パススルー方まに対応しています。トランスモ 
ジユレーシヨ ン方式には対応していません。 


パソコン本体 
アンテナ入力端子 
(地上デジタル）へ 


44 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
















必要なちのを用意する 



化ず用意して<だをい 


ビーキャス 

田目- CAS 力ード 



田アンテナケーブル（別売) 



ネジま F 型コネクタ 


プラグの内側びネジ状になっている 


アンテナケーブルは F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをご購入ください。 

アンテナケーブルとパソコンの接続には、ノイズの影響を受けにくいネジ式の F 型コネクタプラ 
グ付アンテナケーブルの使用をお勧めします。 

なお、ケーブルは適切な長さのちのを用意して<ださい。 


[ kQ ネジ式でない F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをお使いの場合 

-コネクタのお巧（大走さ）によっては、バソコン本体に干渉して接続で去ない場合びあ D ます。 

-ネジまでない F 型コネクタプラグ付きアンテナケーブルは、ネジまに比べてノイズの彰響を受けや 
すいため、映像び乱れることびあります。 


田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取りかすとをに使います。ネジ頭のサイズに合った2まのドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使5と、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 








化要に応じて用意して < だをい 


アンテナ線のお状などによって、必要なちのび異なります。ここでは、代表的なちのを説明しま 
す。「接続例」 (•> P .44) を参考に、用途にあった製品をご購入ください。 

田分波器 

1本の線に混合されている電波を分ける機器です。 

田分配器 

1本のアンテナ線を、複数の端子で使5ために分配する機器です。 

田混合器 

別々の電波を、1本の線に混合するための機器です。 

また 、 VHF [ブイェイチェフ] / UHF のアンテナ線と BS . CS のアンテナ線を混合でをるをの 
や、分波器として使えるをのびあります。 

田ブースター 

受信電波び謂い場合に電波を増幅させるための機器です。 

田アツテネーター 

強すざる電波を減衰して受信でさるよラにするちのです。 



ンテナケーブルをパソコン本体に接続する 


テレビ放送のアンテナケーブルをパソコン本体に接続してください。 
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[ kQ アンテナケーブルを接続ずるとをの注意 

-アンテナケーブルを接続するときは、コネクタの中むにある金属芯を折5ないでくださし、。 

- F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをお使いの場合、ネジを締める際に指をはさまないよラに 
気をつけてください。 


1 パソコンや接続されている機器の電源び入つている場合は、ずべての 
電源を切り、パソコン本体の電源プラグをコンセントか5巧きまず。 

パソコン本体の電源の切りちについては、「電源を切る」 （•> P .21) をご覧ください。 


46 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



2 パソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 


パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端から外へ出るよラに置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイに突起 
物びあたらないよラにして < ださい。 


[p 0パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意ください。 


j パソコン本体背面のケーブルを固定しているバンドを取りがしまず。 



(これ(降のイラストは機種や状況により異なりまず） 


4パソコン本体のスタンドの角度を水平にしまず。 



パソコン本体のカバーのツメを押して、カバーを取りがしまず。 



6パソコン本体のアンテナ入力端子に、アンテナケーブルを接続しまず。 



48 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 























パソコン本体にカバーを取り付けまず。 


&パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 


AC アダプタのバンドをバンド通し巧に通し、ケーブルを固定します。 
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パソコン本体を立てまず。 


I重巧 パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を立てるとさは、衝撃をちえた日、落下させないよ5充分ごを意ください。 


巧 oint デジタルが送のデータ放送で双方向通信をずるには 

デジタル放ちのデータ放送で双方向通信をする場合は、インターネットや電話回線に接続する必要びありま 
す。その場合は、 Windows のセットアップび終わってから、接続してください。 

電話回線に接続する場合は、市販のモデムをご購入ください。詳しくは、モデムに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 

インターネットに接続する場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

0『スタートガイド2セットアップ編』 

一「インターネットをはじめる」 


广〇 rcVi 画面でちる 

bU にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 






CAS カードをセツトする 


地上デジタル放送を視聴するには、 B - CAS 力ードをセットしてください。 

k 已 - CAS 力ードス□ットのカバーを取りがしまず。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作し和すくなります。 



(これ]^降のイラストは機種や状況により異なります) 


パソ n ン《取り扱い 


引 


















己- CAS 力ードを己- CAS 力ードス□ットにセツトしまず。 


re - cAsj と記載されている面をパソコン本体の背面側にして、矢印の向きを目- CAS 力ードス 
□ット側に向け、與までしつかりとセットします。 


「 B - CAS 」 と記載されている面を 
パソコン本体の背面側にして、 
まつずぐにセツトします。 



J 已 - CAS 力ードス□ットのカバーを取り付けまず。 


( J>oint B-CAS カードを取りがず場合 

B - CAS 力ー ドは通常パソコン本体にセツトしたままにしておさますび、取0がす場合はなの手順に従って操 
作してください。なお、本体カバーを取りがすときは、 B - CAS 力ードも取りがしてください。 

1. パソコン本体および周辺機器の電源を切り、パソコン本体の電源プラグをコンセントから抜きます。 

2. B - CAS 力ードス□ツトのカバーを取り外します。 

3. 手で B - CAS 力ードを引き抜走ます。 

4. B - CAS 力ードス□ットのカバーを取り付けます。 


广つ rcvi 画面で見る 

dZ にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



















B-CAS 力ードについて 

B - CAS 力ードは台紙に貼り付けられています。 B - CAS 力ードの台紙に記載されている説明をよ 
くお読みください。 

B - CAS 力ードは必ずパソコン本体にセットしてくださし、 B - CAS 力ードを正しくセットしてい 
ないと、地上デジタル放送を視聴することびでをません。 

B - CAS 力ードについては、なのマニュアルをご覧ください。 

0 『 FMV テレビ操作ガイド』 

-> 「テレビを見る」^「デジタル放ちを受信するには」 



:アを準備する 


このパソコンでテレビを見るためのソフトウェアの設定を行います。 

このパソコンでテレビを見る方法については、次のマこュアルをご覧ください。 


り^^^ 


じ] 『 FMV テレビ操作ガイド』 


fmV 


a 

FMV 戶 

テレビ！■作ガイド 



运 

























田 Q 日 Q 因回 Q 匹 


い 


U モコンを使う 


リモコンび添付されている機種のみ 

ここでは、 U モコンをお使いになる際のを意事項や、乾電池の交換ち法について説 
明しています。 

添付のリモコンを使用してください 

このバソコンに添付の U モコンを巧用して操作してください。 


U モコンについて 


1」モコンではなの操作びでをます。 

•テレビを見る 
•テレビを録画する 

• DVD や团 u-ray Disc ( Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）を見る 
•音楽を聞く 

• 自動録画したま組を見る 
• 自動録画する 


詳しくは、なのマニュアルを参照してください。 

〇固固操作口ぃて 

『 FMV テレビ操作ガイド』 

を1『画面で見るマニュアル』 

一「4.バソコンでできること」 

QMH リモコンの辅临細こついて 

を）『画面で見るマニュアル』》「000320」で検索 
一「各部の名称と働さ： I 」モコン」 


54 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






u モコンをお使いになる場合の注意 


1」モコンをお使いになる場合は、なの点にごま意ください。 

• 1」モコンをお使いになる場合には、「1」モコンマネージャー」び起動している化要びあります。 
画面ち下の通知領域に11(1」モコンマネージャー)び表示されているか、確認してください。 

• 信号び受けやすいよラに、1」モコンをパソコン本体の受光部に向けてください。 

•パソコン本体の受光部と U モコンの間に障害物びない場抓こ設置してください。 

• 直射日光などの強い光びあたる場所での使用は避けて<ださい。使用距離び短<なる場合びあ 
0ます。 

• 1」モコンをプラズマディスプレイ/プラズマテレビ/八□ゲンヒーターなどの近くでお使いに 
なると、1」モコンび正常に動作しないことびあります。これはプラズマディスプレイ/プラズ 
マテレビ/八ロゲンヒーターなどから放射される赤が線により、1」モコンとパソコン本体の受 
光部との通信び巧害されるために起こる現象です。 

このよラなとさは、パソコン本体またはプラズマディスプレイ/プラズマテレビ/八□ゲン 
ヒーターなどの設置場所を変更して < ださい。 


U モコンに乾電池を入れる 


A 言口 

〇 •乾電池を機器に入れる場合は、+ (プラス）と一（マイナス）の向さにミち意し、表示どおり 
に入れて < ださい。 

間違えると電池の破裂-液漏れ-発火の原因となります。 

0 - 充電式電池はお使いにならないでください。 

充分な機能-性能で動作しない場合びあったり、電池寿命び極端に短<なった0します。 
また、故障の原因となる場合があります。 

A 注意 

0 - 電池ボックスに金属物を入れたり、落としたりしないでください。 

故障の原因となることがあります。 

0 - 使い切って寿命のな<なった乾電池はすぐに取り出して<ださい。電池の液漏れなどの原因 
となることびあります。 

0 - 使用済み乾電池を充電して使用しないでください。 

液漏れ、破裂の原因になります。 

み oint 添付されている乾電池は早めに交換してください 

ご購入時に添付されている乾電池は初期動作確認用です。すぐに寿命に達する場合びありますので、お早奴に 
新しい乾電池に交換してください。 
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リモコンを裏返して電池ボックスのふたを開けまず。 



2 乾電池の+ (プラス）と一(マイナス）の向きを確かめてか5添付の 
マンガン乾電池（吕本セット）を入れまず。 



j 電池ボックスのふたを閉めまず。 



56 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





ノ くソコン本体のリモコン受光部使用可能範囲 


水平約30° (左ち共） 



方 /^^正面で約 


7 m 


@ 

ロロ ロ 

日憂日 


回口回 
囚の巧 
因因正 


垂直約 3 cr (上下共） 
受光部 



止面で約 /m 


(イラストは機種や状況により異なります） 
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ワイヤレス丰ーボード/ワイ 
ヤレスマウスを使う 


このパソコンには、ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスび添付されていま 
す。 

ここでは、このパソコンに添付のキーボードやマウスをお使いになる際のミ主意事項 
や、乾電池の交換ち法について説明しています。 


便用に適した配置 


このパソコンに添付されているキーボードやマウスは、無線でパソコンに信号を送ります。 
信号を受けるキーボード/マウスアンテナは、パソコン本体に搭載されています。 

キーボードおよびマウスは、なのよラな場所でお使いください。 

• 机の上など平らでま定した場所 

•パソコン本体と同じくらいの高さで、操作に充分なスペースびとれる場所 
•パソコン本体から最大 10 m (3 m (内を巧奨)、左ち約4已度の範囲 



广〇 rcvi 画面で見る 

30 マニュアル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 












33 使いになるとをの注意事項 


このパソコンに添付されているキーボードとマウスを使ラとさの注意事項について説明します。 

•次のよラな環境では、周囲からの電波を受けて、キーボード和マウスがラま<動作しないこと 
があります。設置場所を変えるなど、通信の巧げとなる原因を取り除いてください。 

-キーボードやマウスの送信部とキーボード/マウスアンテナとの距離が離れすざている場合 
-パソコン本体とキーボードやマウスとの間に、電気-電子機器や金属製のちのを置いている場含 
-パソコン本体をスチール机やスチール棚のよラな金属製の台の上に載せている場含 
■周囲でノイズ源となる電気•電子機器（無線機器を含む）を使用している場含 
■パソコン本体周辺に金属製の物（スチール製の机、金属部分がある机）びある場含 
-周囲にこのパソコンと同じ周波数の電波を使用している機器びある場含 
(パソコンを複数台でお使いの場含や、周囲でラジコンや無線機をお使いの場合、または無線局の 
近隣でお使いの場合など） 

-パソコン本体を電子レンジの近くに置いている場合 

-ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスを使用したパソコンを近くで使用している場含 
•キーボードは、電池の消耗を抑えるため、キーを押さない状態が約1日分続<と、状態表示 
LCD [エルシーディー]に何ち表示されなくなり、ス U —プモードに入ります。ス U —プモー 
ドから復帰する際、最初に押したキーが無効になることがありますが、これは故障ではありま 
せん。もラー度、最初に押したキーを押してください。 

• 必ず1 .sv のアルカリを電池をお使いくだをい。 

マンガン乾電池、充電式電池などは、お使いにならないでください。充分な機能•性能で動作しない 
場合びあったり、電池寿命が極端に短<なったりします。また故障の原因となる場含びあります。 
•ご購入時に添付をれている乾電池は初期動作確認用でず。 

すぐに寿命に達する場含びありますので、お早めに新しい乾電池に交換して<ださい。 

•巧電池の寿命の目安は、毎曰 3.5 時間の使用で、キーボードは約6ヶ月、マウスは約3ヶ月でず。 
ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に達する場含びあります。 

乾電池の交換時には、市販の単3型アルカ U 乾電池2本をご使用<ださい。 

• パソコンを操作していないときは、なるべく動かさないよラにしてくだをい。 

パソコン本体の電源び入っていなくてち、キーボードやマウスが動作していると乾電池び消費されま 
す。また、キーボードやマウスの上に物を載せたままにしないようにごを意ください。 

-長期間使用しないとをは、乾電池を取0出して<ださい。 

キーボードやマウスは、使用せずに放置していてち、乾電池び消費されます。長期間使用しないとさ 
は、乾電池を取り出してください。 



マウスの乾電池の消耗を抑えるためには 1 

Column 


マウスを使用しないとをは、ステータスランプび消丹するまで約]秒間電源ボタンを押し、電源を切つ 
ておくことをお勧めします。乾量池の消耗を抑えることびできます。 


ステータス ランプ 

電源ボタン 
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• キーボードのを電池の消耗げ態は、巧態表示 LCD に表示をれるインジケータをご覽<だをい。 
消耗している場合はお早めに巧しいを電池に交換して<だをい{表示は目までず)。 

キーボードの乾電池び完全に消耗している場合は、状態表示 LCD には何ち表示されません。 



電池残量表示〔ま〕 

— キーボードの乾電池の消耗状態を表示します。 

丽 または Qi :正常に使用できます。 

n :動作び不安定になる場合びあります。 

d :新しい乾電池に交換してください。 

ま：乾電池び完全に消耗している場合は、状態表示 LCD には何を表示され 
ません。 


状態表示 LCD 


— 田 + な ル 〇卜か卜 X 二；!一 X-J. 卜 
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•マウスの巧電池の消耗が態は、電池消耗ランプをご覽<ださい。消耗している場合はお早めに 
巧しいを電池に交巧して<だをい{表示は目までず)。 

マウスの乾電池び消耗している場含は、電池消耗ランプび赤色に点滅します。 



電池消耗ランプ 


/ 〇 rfVi 画面でちる 

oU にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 
































































































































乾電池を交換する 


A 注意 

0 - 電池ボックスに金属物を入れたり、落としたりしないでください。 

故障の原因となることがあります。 

0 - 新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用せずに、2本の新品乾電池と交換して<ださい。 
乾電池の液漏れや破裂などにより、けがや周囲をミち損する原因となることびあります。 

0 - 使い切って寿命のな<なった乾電池はすぐに取り出して<ださい。電池の液漏れなどの原因 
となることびあります。 

0 - 使用済み乾電池を充電して使用しないでください。 

液漏れ、破裂の原因になります。 


1 キーボードとマウスの電池ボックスのふたを開け、アルカリ乾電池を 
2本ずつ入れまず。 

キーボードは、裏返して電池ボックスのふたを開けます。 

乾電池を入れるとをには、キーボードのキー和マウスのボタンを押さないよラに注意してくださ 
い。正常に動作しなくなる場合びあります。 

■ワイヤレスキーボード ■ワイヤレスマウス（光学式） 



マウスは、乾電池を入れたとさに電池消耗ランプび約10砂間緑色に点なします。 


ム電池ボックスのふたを閉めまず。 

Cj > oint 乾電池の使用推奨期限を巧詔してください 

乾電池び使用推契期限を過ぎていないか、確認してお使いください。 






キーボードやマウスをパソコンに再認識させる 


通常お使いの場合は、キーボードやマウスをパソコンに一度認識させれば、再認識させる必要は 
ありません。 

ただし、なのよラな場合は、キーボードやマウスを再度パソコンに認識させて、正常に動作する 
よラにしてください。 

• キーボードやマウスび正しく動作しなし)場合 

•近くで使っているパソコンのキーボードやマウスによって、このパソコンび誤動作する場合 
• 2台じ(上のパソコンを使用している場合 

ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスは、電波のミ居信や誤動作を避けるため、バソコンと1対 
1で設定する化要びあります。 

[ k ^ パソコンに巧認識させるときのま意 

-次のマニュアルをご覧になり、パソコンを設置している環境を確認してください。 

な ti 

Q 『安むしてお使いいただくために』 

G 『スタートガイド1設置編』 

-キーボードとマウスの両方とわ再認識させてください。 

I 重凹 接続を顧!してください 

AC アダプタび正しく接続されていないとをは、パソコンにキーボードやマウスを認識させることび 
でをません。 AC アダプタびパソコンに接続されていること、および電源プラグびコンセントに接続 
されていることを確認してくださし、。 


(5> oint 乾電池を取り出した場合、再認識の必要はありません 

乾電池の交換などで乾電池を取り出した場合は、キーボードやマウスびパソコンに認識された状態になってい 
ます。再認識させる必要はあ0ません。 


62 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




キーボードをパソコンに再認識させる 


1 パソコン本体背面の CONNECT [コネクト]ボタンの位置を確認して 
おをまず。 

CONNECT ボタンはまだ押さないでください。 

■パソコン本体背面 



ム キーボード裏面の CONNECT ボタンを指で1回巧し、ずぐに離しまず。 


C 日 NNECT ボタンを押すとさは、キーボードのキーなどを押さないよラにして < ださい。 



CONNECT ボタン 
指で押しにくい場合は、 
細い棒状のわので 
CONNECT ボタンの 
中央を押して < ださし、。 


キーボードの CONNECT ボタンを押すと、キーボード上面にある状態表示 LCD のすベてのアイ 
コンが点口します。 







































3 キーボードの CONNECT ボタンを押してか5約10秒内に、パソコ 
ン本体の CONNECT ボタンを押しまず。 

CONNECT ボタンを押すと「カチッ」という感触びあります。「カチッ」という感触びなし偏合 
は、もう一度 CONNECT ボタンを押してください。 

■パソコン本体背面 



パソコン本体の CONNECT ボタンを押すと、キーボード上面にある状態表示 LCD のすベてのア 
イコンび点滅します。 

これでキーボードびパソコンに認識されました。 

4 キーボードびパソコンに認、識されたことを確認ずるため、キーボードの 
圆などを巧しまず。 

「スタート」メニューび表示されるなど、パソコンび正常に動作すれば、正しく認識でをていま 
す。正しく認識されていない場合は、いったん乾電池を出し入れし、ちラー度手順2から操作し 
て < ださい。 


続いて、マウスをパソコンに認識させましよラ。 


64 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

















マウスをパソコンに再認識させる 

1 パソコン本体背面の CONNECT ボタンの位置を確認しておきまず。 

C 日 NNECT ボタンはまだ押さないでください。 

■パソコン本体背面 



(これ於降のイラストは機種や状況により異なります） 


ム マウス裏面の CONNECT ボタンを指で1秒 L ソ上押しまず。 


C 日 NNECT ボタンを押すとさは、左ボタンなどマウスの他のボタンを押さないよラにしてくださ 
い。 



マウスの CONNECT ボタンを押すと、マウス裏面にあるステータスランプび緑色に点滅します。 
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3 マウスの CONNECT ボタンを押してか 5 約10秒む内に、パソコン本 
体の CONNECT ボタンを押しまず。 


CONNECT ボタンを押すと「カチッ」という感触びあります。「カチッ」という感触びなし場合 
は、もう一度 CONNECT ボタンを押してください。 

■パソコン本体背面 



パソコン本体の CONNECT ボタンを押すと、マウス裏面にあるステータスランプの点滅び止ま 
ります。 

これでマウスびパソコンに認識されました。 

巧 oint ステータスランプび点滅し続ける場合 

バソコン本体の CONNECT ボタンを巧した後に ステー タス ラ ンプび点滅し続ける場合は、マウスびバソコン 
に認識されていません。約1巳秒間待つと点滅び止ま0ます。点滅び止まった後、ち5—度手順2から操作 
してください。 

4マウスびパソコンに認識されたことを確認ずるため、マウスを操作しま 

マウスポインタび正常に動けば正しく認識でをています。正しく認識されていない場合は、いっ 
たん乾電池を出し入れし、ちラー度手順2から操作してください。 


66 志 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



















光学式マウスについて 


光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですベ 
らせると、マウス裏面から出された赤外線の陰影を光学式センサーで検知し、画面のマウスポイ 
ンタび動くよラになっています。 


0 



読み取0センサー 


oint 赤外線について 

マウスの移動検巧に赤列線を使用していまず。赤列線は目に見えない光のため、赤く光0ません。 


光ぎ式マウスをお使いになるラえでのミち意事項 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよラ 
なをのの表面では正しく動作しない場合びあります。 

•鏡やガラスなど、反射しやすいをの 
• 光ミ尺びあるちの 

• 濃淡のはっさりした搞模様や柄のちの（木目調など） 

• 網点の印刷物など、同じパターンび連続しているちの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動をを検知しているため、特にマウスパッドなど 
の必要はありませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付をやすい机やテーブル 
の上では、マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 
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FfE 


皇 1 田 QQQ 因回 Q 囚 

■J LAN 馆ミ 


(有線 LAN ) 機能を使う 


LAN [ラン]佑線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、次のちのが標準で準備されています。 


•LAN コネクタ （LAN ケーブル巧） 

1000目 ASE-T [ベーステイー]/ 100BASE-TX [ベーステイーエツクス] /lOBASE-T 準拠 


インターネットを使ラとさの接続例 


次のイラストは、パソコンとブ□ー ドバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。 
ネットワークの形態によって使用する機器が異なりますので、ネットワークに合ったものをご購 
入 < ださい。 


インターネット 



ネットワークの種類和し<みについては、なのマこュアルをご覧<ださい。 

ネットワ-クの種類やしくみについて 

を！『画面で見る マニュアル』》 「4] 己日 4 日」 で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 


/ 〇 rfVi 画面で見る 

〇〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 

















LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN) をお使いになる場合に必要なちのなどを説明します。 

ここでは、ブ□ー ドバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 


化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、次のちのが必要です。 


•ブ□ードバンドモデム 

ADSL モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場所 
(パソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場含は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場含ちありま 
す。 

なお、1000 BASE-T の通信を巧うためには、1000目 ASE-T に対応したものを使用してくださし'1。 
•ハブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器です。 

複数台のパソコンを接続する場含に必要です。ルーターに搭載されている場含ちあります。 

1000目 ASE-T の通信を行うた側こは、1000目 ASE-T に対応したものを使用してください。 
•LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合つたちのが必要です。接続するネットワーク機器のマニュ 
アルをご覧になり、必要なものをご用意ください。 

1000目 ASE-T の通信を行うためには、エン八ンストカテコ‘ U 已（カテコ‘ USE) 1；|上の LAN ケー 
ブルを使用して < ださい。 


LAN を巧うための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーブルで接続し、ネットワークの設定を行 
います。インターネットに接続する場合は、プロバイダより提供されるマニュアルに従って、機 
器の設定をしてください。 

接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

有線 LAN の醜 

を1『画面で見るマニュアル』》「000100」で検索 
一 「LAN を使う」 
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無線 LAN 機能を使う 


無線 LAN 搭載機種のみ 

無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


のパソコンの無線 LAN 機能 


無線 LAN 搭載機種の場合、なの規格の無線 LAN ( Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠)び搭載されています。 


IEEE [アイトリプル 
ィ ー] 802.1 la 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

IEEE 802.1 In 
ドラフト 2.0 

- 

〇 

〇 

〇 


インターネットを使うとさの接続例 


なのイラストは、フロー ドバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークの形態 
によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったちのをご購入ください。 


インターネット ADSL [エーデイーエスエル]モデムや 



無線 LAN アクセスポイント 


無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラ 
ストラクチャ通信」といラち式で通信します。 

ブ□-ドバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの間を、 LAN ケーブルの代わりに電波で送受信します。 

ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覽ください。 

〇 図 iin ネットワ-クの種！ a やしくみにつし、て 

巧）『画面で見るマニュアル』》「415040」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 
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無線 LAN をお使いになる場合 


> 


化要なをのを用意する 

無線 LAN を使ラためには、このパソコンの他になのちのび必要です。 

•無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用して情報のやり取りを行ラ無線 LAN では、 r 無線 
LAN アクセスポイント」と呼ばれる機器び必要となります。 


無線 LAN を巧うための設定 

無線 LAN を使うには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN ア 
クセスポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 

無線 LAN については、なのマニュアルをご覧ください。 

Q な iifi 麵 LAN の醜 

を1 『画面で見るマニュアル』》「001000」で検索 
-> 「無線 LAN を使ラ」 

別売の麵 LAN 力-ドなどを使う 

を『画面で見るマニュアル』》「001020」で検索 
-> 「別売の無線 LAN アダプタを使ラ」 

Q 『スタートガイド2セットアップ編』 

一「インターネットをはじめる」 
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) 田□日 B 因回 EE 

^ Web カメ 


b カメフを便つ 


このパソコンには、動画や静止画を撮影することのでさるカメラび搭載されていま 
す。 Web [ウェブ]カメラを使って、動画や静止画を撮影したりテレビ電話を楽し 
むことびでさます。 


Web カメラででさること 


このパソコンの Web カメラでは、主に次のことがでをます。 

•動画和静止画を撮影する （「YouCam [ユーカム]」） 

Web カメラで撮影したデータは、ールに添付することちでをます。 

•テレビ電話を楽しむ ([Windows Live Messenger [ウィンドウズライブメッセンジャー]」） 
インターネットに接続している仲間と、 U アルタイムで X ッセージの交換などもで去ます。 

(5> oint 明るい部屋で使用してください 

Web カメラを使用する場合は、部屋を明るくしてください。 


心 Veb カメラを使うソフトウェアの起動方法と使い方 


田 rYouCamJ 

起動ち法 

1@(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「@メニュー」一「@メニュー」 
の順にクリックします。 

2「@メニュー」上部の「名前でさがす」をクリックし、左側にあるカテゴリ 
の中から「映像•写真」をクリックします。 

3 「 YouCam 」 をクリックします。 

詳しい使いちについ口ま、 rVouCamJ のヘルプをご覽ください。 

rVouCamJ のヘルプは、メニューバーの「ヘルス-「アプ U ケーシヨンへルスの順にクリツ 
クすると表示されます。 
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田 「Windows Live Messenger] 

起動ち法 

1 ©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「@メニュー」一「@メニュー」 
の順にクリックします。 

2「@メニュー」上部の r 名前でさがす」をクリックし、左側にあるカテゴリ 
の中から「インターネット•メール」をクリックします。 

3 [Windows Live Messenger ] をクリックします。 

詳しくは、インターネットに接続した環境でウィンドウち上の「ヘルプ」一 r ヘルプトピックの 
表示」の順にク U ックして [Windows Live Messenger ] のヘルプをご覧ください。 

^^oint 「Windows Live Messenger 」 につし、て 

- [Windows Live Messenger 」 のご利用には 、 Windows Live ID の取得び必要です。 

- [Windows Live Messenger ] をこのパソコンよりアンインストールした場合、再度インスト^ルするに 
は 「Windows Live Messenger ] のホームぺージ （ http :// messen 呂 er . live . jp /) よりプ□グラムをダウ 
ン□—ドする必要びあ0ます。 

各ソフトウェアのお問いをわせ先については、なのマこュアルをご覧ください。 

な ^^ id 

0『サポート&ヴービスのご案内』 

一「困ったとき」一 「 STEP 已サポート窓□に相談する」一「ソフトウェアのお問い合わせ先」 
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^ 田 B 日 B 因回 Q 囚 

A スタンドの高さを調節する 


このパソコンご購入時は、スタンドの高さび「高さ調節（高)」になっています。パ 
ソコンの画面び高すざる場合は、スタンドの高さを調節してください。 


必要なちのを用意する 


田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジ頭のサイズに合った2まのドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


乂タンドの高さを調節する 


ここでは、スタンドの高さを調節する方法について説明しています。 


1 パソコン本体および接続されている周辺機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか5巧きまず。 

パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 （•> P .21) をご覧ください。 

ムパソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 

パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端からがへ出るよラに置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイにま起 
物びあたらないよラにして < ださい。 

[ kQ パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごま意くださし、。 


-7/1 rcVi 画面で見る 

/ 4 にュァル 


0►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 










パソ n ンの取り扱い 



スタンドについているカバーを矢印のち向にタルまず。 


カバーをパソコン本体上部のち向にスライドさせた後、まっすぐ上に持ち上げてください。 
お使いの機種により、カバーの取り外しび硬<感じられる場合びあります。 



6 スタンド取り付け部分のネジ （6 ヶ所）をプラスのドライバーで回して 
がしまず。 



*7 / rcvi 画面で見る 

/ 〇 にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 











# スタンドを取りがしまず。 _ 

取り付け部分は、パソコン本体から出ているフックびスタンドの取り付け巧にひっかかるよラに 
なっています。 

スイーベルをち印のち向に持ち上げなびら、スタンドをパソコン本体上部のちに向けてずらし、 
フックから抜いてください。 



&スタンドをパソコン本体に取り付けまず。 


スタンドの取り付け部分には2ヶ巧の取り付け巧びあります。お好みの高さに合ラ取り付け巧を 
選び、スタンドを取り付けてください。 





ネジを止める位置は次のとおりです。 



高さ調節（高）の場合：1〜日 
高さ調節（低）の場合： 3〜8 
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マニュアル 


9手順巨でがしたネジ （6 ヶ所）を取り付けまず。 


























スタンドにカバーを取り付けまず。 


カバー内側の切り込みの位置を合わせるよラにカバーをまっすぐに下ろした後、スイーべルの方 
向にスライドさせて<ださい。 



1 I パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 


AC アダプタのバンドをバンド通し巧に通し、ケーブルを固定します。 
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12 パソコン本体を立てまず。 


I 重巧 パソコン本体は重量びありまず 

パソコン本体をなてるとさは、衝擊を与えたり、落下させないよラ充分ごま意ください。 
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巧5章 

周辺機器の設置/設定/増設 


周辺機器の使用上のま意やメモリの増やしちなどを説明していまず。目的に合わせ 
てお読み < ださい。 
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回因回国因圍 

周辺機器をお使いになる場合 


ここでは、><モリなどの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたい 
ことについて説明します。 

A 警告 

A -周辺機器の取り付けや取り外しを行ラとをは、パソコン本体および接続されている機器の電 
^ 源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火ぶまたは故障の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正し<接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモ1」、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、 
パソコンの各コネクタに接続したりします。 

周辺機器をノ f ソコン本体内部に取り付ける場合は、ノ f ソコン本体カノ（一を取 D 外す必要びありま 
す。パソコン本体カバーの取りタルちと取り付けちについ口ん r 本体カバーを取り外す/取り付 
ける」 （.>P.8 己）をご覧ください。 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてノ':ソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソ 
コンででさることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで、 E メールに添付したりでをます。 


周辺機器を取り付けるには 


本マニュアル内では、「メモ U の交換/増設」 （"►P.92)、r メモ U- 力ードを使う」 (•>P.37) 
などを記載しています。その他の周辺機器の取り付けについては、画面で見るマニュアルでも紹 
介しています。 

お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覧ください。 

QMH 周辺機器にっぃて 

を『画面で見るマニュアル』 

一「巳.バソコン本体の取 D 扱い」または「6.周辺機器の接続」 
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r 画面で見るマニュアル j で調べる 


1 表示される画面の中か5取り付けたい周辺機器をクリックしまず。 


例えば、プ U ンタを接続する場合は、「己.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をク U ッ 
クします。 



(画面は機種や状況により異なります) 


C 5 >oint 手順を動画で見ることびでさまず 

手順の中に「動画を見る」といラボタンびあるとをは、ボタンをクリックすると、インターネットに接続して 
手順の動画をご覧いただけます。このとを、 FMV ユーヴー登録で発行された「ユーヴー登録番号」と「パス 
ワード」が必要です。ユーヴー登録については 、□『サポート&ヴー ビスのご案内』をご覧くださし、。 


周辺機器の取り扱い上の注意 


周辺機器を取り付けるとをは、なのことに注意してください。 

-周辺機器は、巧な抑正品をお使いいただ<ことをお勧めします 

純正品び用意されている周辺機器については、純正品!;(がを取り付けて、正常に動かなかったり、バ 
ソコンび故障してち、な証の対象がとなります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このバソコンに対応しているかどうかをお使いの周 
巧機器べ—十!—に乃硬ミ产ぐドホい 

• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているか確認して<だをい 

お使いになる周辺機器のドライバがお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使い 
になれません。必ずお使いの Windows に対応したものをご用意ください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付をれている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているちのびあります。 
その場含は、オプションのフ□ッピーディスクドライブ 「 FDD ユニット ( USB ) ( FMF □-已 IS ま 
たは FMF □-已 1 SZ )」 をご購入になり、ドライバをインストールしてください。 























•ACPI [エーシーピーアイ]に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますの 
で、周辺機器ち AC 円に対応している必要びあります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場含は、増設した機器やパソコンび正常に動作しな<な 
ることびあります。周辺機器び ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器メーカーにお問い含わせ 
<ださい。 

また、このパソコンの ACPI モードは、スリーブ （ACPI S 3) に設定されています。 

•—度に取0付ける周辺機器は1つだけにして < だをい 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどが正常に行われないおそれびあ 
ります。1つの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取り付けて 
<ださい。 

• マイク-ラインイン兼用端子/へッドホン-ラインアウト兼用端子への接続について 

なのような場合には、あらかじが音量を最小にしておいてください。また、ヘッドホンは使用しない 
で<ださい。雑音が発生する場合があります。 

■パソコン本体の電源を入れるとさ、切るとを 

-マイク-ラインイン兼用端子やへッドホン-ラインアウト兼用端子にケーブルを接続するとを 

• 周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのび一般的ですび、パソコン本体より後 
に電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 


パソコン本巧内部に取り付ける場合のを 意 

•パソコンおよび接続をれている機器の電源を切って<だをい 

パソコンの電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。安全のため、マニュ 
アル内に電源プラグを抜くように指示びある場合は、必ず電源プラグをコンセントから巧いてくださ 
し、。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 (•> P .21) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコン 
セントから巧いた媛10分ほど待ってから作業を始がてください。 

-内部のケーブル類や装置の巧いに注意してください 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 

• 柔6かい巧の上などで作業して<だをい 

固いちのの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付くおそれがあります。 

•静電気にミ主意してください 

内蔵周辺機器は、基板や電子部品がむをだしになっています。これらは、人体に発生する静電気に 
よって損傷を受ける場合があります。取り扱ラ前に、一度大をな金属質のちのに手を觸れるなどして 
静電気を放電して < ださい。 

• 基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでくだをい 

金具の部分や、基板のふちを持っよラにしてください。 

• ドライバーを用意して<だをい 

パソコン本体の本体カバーなどの取り外しには、プラスのドライバーが必要です。 

ネジ頭のサイズに含った2番のドライバーをお使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭を 
つぶすおそれがあ0ます。 
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本体カノ く一を取り外す/取り付 
ける 


ここでは、メモ U などを取り付ける場合に必要な本体カバーの取り外しちと取り付 
けちについて説明します。 

A 警告 

A •本体カバーを開ける場合は、バソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プ 
ラグをコンセントから巧いた後、しば6く経ってか6本体カバーを開けてください。 

落雷び起さた場含に感電の原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネ义電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないとこ 
ろに置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場含は、すぐに医師に相談して 
<ださい。 

0 - 本体カバーおよび巧動部を開ける場合は、おモ様の手が届かない場所で行って < ださい。 
また、作業が終わるまでは大人が機器から離れないようにしてください。 

お子様が手を触れると、本体および本体内部の突起物でけがをしたり、故障の原因となりま 
す。 


A 注意 

0 •本体カバーの取り付け、取り外しを行ラ隙は、指定された場所政がのネジは外さないで<だ 
さい。 

指定された場所！;!外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあ0ます。 

基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けびをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 


[k 0周辺機器の取り付け手順を印刷しておいてください 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ページの 
先頭に「このページは印刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、「画面で 
見るマニュアル」の該当ページをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモ U については、「メモ U の交換/増設」(- > P .92) をご覧ください。 






本体 カバーを 取り外す 



1パソ〕ン本体と接続されている周辺機器の電源を切りまず。 


パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 (•> P .21) をご覽ください。 

^電源プラグをコンセントか5巧きまず。 


電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置び熱<なっています。電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜いた後10分ほど待ってください。 


パソコンに B-CAS [ビーキャス]力ードびセットされている場合 
(テレビチューナー搭載機種のみ） 

バソコンにセツトされている日- CAS 力ードを取り外してください。 


J パソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 


パソコン本体を水平にするため、スイーべルび台の端から外へ出るよラに置いてください。 
作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイにま起 
物びあたらないよラにして < ださい。 

[ p 0パソコン本体は重量びちりまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意くださし、。 
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6 パソコン本体のスタンドのち度を水平にしまず。 


7 パソコン本体に接続されているケーブルなどをずべて巧きまず。 


&本体カバーを取りがしまず。 


パソコン本体背面のネジ（己ケ所）を取り外し、スタンド部分を持って、本体カバーを真上に持 
ち上げて < ださい。 

占 
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本体カバーを取り付ける 


1 本体カバーを取り付け、ネジ （6 ヶ所）をプラスのドライバーで回して 
固定しまず。 

ネジは固<締めすざないよラにして<ださい。 



ム パソコン本体に接続されていた機器をずべて取り付けまず。 


胃胃 B-CAS カードをセッ ト してください（テレビチューナー搭載機種のみ） 

パソコンに B - CAS 力ードをセットしてくださし、 B - CAS 力ードをセットする方法については、「目- 
CAS 力ードをセットする」 (•> P .51) をご覧ください。 
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3 パソコン本体にカバーを取り付けまず。 



4 パソコン本体背面のケーブル類をまとめてバンドで固定しまず。 


AC アダプタのバンドをバンド通し巧に通し、ケーブルを固定します。 



90 を輕說 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 





5 パソコン本体を立てまず。 


I 重巧 パソコン本体は重量びちりまず 

バソコン本体を立てるとさは、衝撃を与えた0、落下させないよ5充分ごミち意ください。 


6 パソコン本体および接続されている機器の電源プラグを、コンセントに 
差し込みまず。 
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メモ u の交換/増設 


メモリ容量を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げることびでさま 
す。ここでは、メモ U 容量を増やすち法について説明します。 

機種によっては、ご購入時に最大容量のメモ U び搭載されている場合びあります。 
この場合、メモ U 容量を増やすことはでさません。詳しくは、「メモ U の組み合わせ 
表」 （•♦ P .93) の表を確認してください。 


メモリの取り付け場所 


メモリは、パソコン本体内部のメモ U ス□ットに取り付けます。 



[ kQ パソコン本体内部の部品に輔れないでください 

メモ U を取り付けるときは、パソコン本体内部の部品に触れないよラにしてください。特に、パソコ 
ン本体上面にある無線 LAN [ラン]アンテナに触れると、無線 LAN アンテナび故障して通信でを 
なくなったり、けびをしたりすることびあります。また、パソコン本体左側面にある部品に触れる 
と、けびをすることびあります。 


〇つ rfVi 画面で見る 

Vz にュァル 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 










必要なちのを用意する 



田メモリ（拡張 RAM [ラム]モジュール） 

FMVDM 2 GMS 1 (2 GB ) のメモ U び取り付けられます。 

田プラスのドライバー（ドライバーサイズ： 2番） 

このパソコンのネジを取 D 外すとさに使います。ネジ頭のサイズに合った2番のドライバーをお 
使いください。他のドライバーを使ラと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


メモリの組み合わせ表 


次の表で、メモ U の容量とメモ U ス□ットの組み合わせを確認してください。 

次の表政列の組み含わせにすると、パソコンが正常に動作しない場合があります。 

• F / D 90 D . F / D 70 D , F / D 60 をお使いの方、および F / D 90 N , F / D 70 N , F / D 60 N で4白目の 
メモ U を選択したち 


総容量 

><モ11スロット1 

><モ11ス□ット2 

4 GB (ご購入時/最大） 

2 GB 

2 GB 


• F / D 90 N . F / D 70 N , F / D 目 ON で 2 GB のメモ U を選択した方 


総容量 

メモ U ス□ット 1 

メモ U ス□ット 2 

2 GB (ご購入時） 

1 GB 

1 GB 

4 GB 爆大） 

2 G 目随 

2 G 目隨 


ミま：あらかじめ取り付けられているメモ U を交換します。 
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メモリの取り扱い上のま意 



A 言口 

A - メモ U の取り付けまたは交換を巧ラとさは、パソコン本体および接続されている機器の電源 
^ を切り、電源プラグをコンセントから巧いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミ主意 

0 - ；><モ U の取り付けまたは交換を行ラとさは、指定された場所政外のネジは外さないでくださ 
い。 

指定された場所！;!外のネジを外すと、けがをするおそれびあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U はルさいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様が手を触れたり、□に入れると、けがをするおそれびあります。また、故障の原因と 
なることがあります。 
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0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 


メモリを取り付けるとをのを意 

• メモ1」を取り付けるとをは、メモ1」の差し込みち向をお確かめのラえ、確実に差し込んでくだ 
さい。誤ってメモ1」を逆ち向に差したり、差し込みび不完全だったりすると、故障の原因とな 
ることびあります。 

•メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気により破 
壊される場合びあります。メモ1」を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を 
放電してください。 

• メモ1」は何度を抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ1」の表面の端テやに部分に触れて押さないでください。また、メモ1」に強い力をかけない 
よラにしてください。 

• メモ1」びラまく取り付けられないとをは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ1」を抜い 
てから再度メモ1」を取り付け直してください。 

•メモ U は下図のように両手でふちを持ってください。金色の線び入っている部分（端子）には、 
絶対に手を触れないで<ださい。 

この部分には手を軸れないでください。 



•パソコン本体の電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。必ず電源 
プラグをコンセントから抜いたことを確認してください。 


周 i 器©醒\謹/増設 
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メモリを増やす 


ここでは、メモ1」を増やす方法を説明します。 

r メモ1」を取り付けるとさのま意」 （•> p .9 己）をご覽になり、作業を進めてください。 

C 5 >oint メモリを取り付ける手順を動画で見ることびでさます 

サポートぺージ （ http :// azby . fmworlcl . net/sijpp 日け/) で、メモリの取り付け手順の動画びご覧になれます。 

1 r 本体カバーを取りがず」 （ホ P .86) をご覧になり、本体カバーを 
取りがしまず。 


ム メモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認しまず。 


メモ U の取り付け場所については、「メモ U の取り付け場所」(- > P .92) をご覧ください。 

メモ U の容量と組み合わせについては、「メモ U の組み合わせ表」(- > P .93) をご覧ください。 

3 メモリを取りがしまず。 

メモリス□ット2、メモリス□ット1の順に取りがしまず。 

メモ U を押さえている両側のツメを左ちに開<と、メモ U がかし斜めに持ち上がるので、両手で 
メモ U のふちを持って斜め上の方向に引っ張り、ス□ットから取り外します。 

ツメ 



(これ]^ソ降のイラストは機種や状況により異なります） 


I 重お i メモリを取り外ずときの注意 

-方モリス□ットの両側のツ方をが側に開くときに、指をはさまないよラにご注意くださし、。 

-ツメを勢いよくが側へ開くと、メモ U び飛び出し、故障の原因となることびありますので、ごま意 
<ださい。 
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4 新しいメモリをメモリス□ットに差し&みまず。 

メモリス□ット1、メモリス□ット吕の順に差し込みまず。 

端テに切り込みび入っている部分から端までの距離び長いほラを上部（内蔵八ードディスク側) 
に向けて、メモ1」スロット正面からまっすぐに差し込んでください。 



r パチン」と音びずるまで下に倒しまず。 


ツメ 



メモ U を押さえている両側のツメび、をちんとはまったことを確認してください。 

6 r 本体カバーを取り付ける」 （"► P .89) をご覧になり、本体カバーを 
取り付けまず。 


続いて、メモ1」び正しく取り付けられたかメモ1」容量を確認しましよラ (•> P .98 )o 
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メモリ容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 
必ず、本体カノ（一を取り付けてから確認作業を行ってください。 


1 パソコン本体の電源を入れまず。 

「電源を入れる」 (•> P .19) をご覽ください。 

巧 oint Windows び正常に起動しない場合 

メモ IJ び正しく取り付けられていないと、バソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表示されない場合びあ0ま 

その場合は、と)(電源）マークに4秒 liLh 触れ続けてパソコンの電源を切 D 、 電源プラグを巧いた後、メモリ 
を取り付け直してください。 


2 @(スタート）一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナン 
ス」一「システム」の順にクリックしまず。 


3 丸で囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認 
しまず。 


コンピュータの虽本的な馆法の表示 
Windows Edition 

Windows Vis な〜 xxxxxxxxxx 

Copyright © 2007 Microsoft Corporation. All rights reserved. 
Service Pack 1 

Windows Vista をアツプヴレードする (G) 



コンピュータ名.ドメインおよびワークグルーブの設至 
っンピュータ名； XXXXXXXX 

フルコンビュータち； XXXXXXXX 

コンビュータの說巧； 

つークグループ： XXXXXXXXXXXX 

Windows ライ它ンス置証 


0 * 



FUpSU 

ヴボート盾免 
>筑とを更に） 


(画面は機種や状況により異なります） 


メモ U 容量 


4 @をクリックしまず。 
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メモ u 容量の数値が増えていなかった場含は、次のことを確認して<ださい。 


• メモ U を正し<組み合わせているか 
「><モ U の組み合わせ表」(- >P.93) 


•増やしたメモ U がこのパソコンで使える種類のちのか 
「必要なものを用意する」(- >P.93) 

• メモ U がメモ U ス□ットにさちんと差し込まれているか 
「><モ U を増やす」 （•>P.9 目） 

• 正しいス□ットに取り付けられているか 
「><モ U の取り付け場所」(- >P.92) 



周辺機器の設置/設定/増設 
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お手入れ 


パソコン本体の曰ごろのお手入れち法について説明しています。 


1 FMV のお手入れ 
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回目 B 田^^^ 

FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明 
します。 

A 警告 

A -お手入れをする場含は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
^ をコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順を守6ずに作業を行ラと、感電-火ぶまたは故障の原因となります。 

0 •清掃の隙、清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないでください。 

故障-火災の原因となります。 


ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 


[ kQ 次のちのは使わないでください 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いわのや、化学ぞラさん、清掃巧スプレー（可燃性物質を含む 
ちの）は絶巧に使わないでください。 

アルコール成分を含んだ市販のク IJ ーナーは使わないでください。 


[ k ^ 乾電池は取り出してください 

マウスやキーボード、リモコン （IJ モコンび添付されている機種のみ）のお手入れを行ラとをは、あ 
5占、じめ乾電ミ也を取0出してください。 


ノ':ソコン本体の通風孔、およびノ':ソコン本体内部にほこりびたまらないように、定期的に清掃し 
て < ださい。 

ノてソコン本体の通風孔やノてソコン本体内部は、掃除機を使ってほこりを吸い取ってください。 
パソコン本体やマウス、キーボード、リモコン （U モコンび添付されている機種のみ）などの巧 
れは、乾いた柔らかい巧で暫く巧を取ってください。 

ミちれびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性 
洗剤を使って巧いた場合は、水に浸した巧を固<絞って、中性洗剤を拭を取って<ださい。また 
拭さ取るとさは、パソコン本体やマウス、キーボード、リモコン （U モコンび添付されている機 
種のみ）に水び入らないよラ充分ま意してください。 

キーボードのキーとキーの間のほこりなどを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよ 
ラな先の柔らかいちのを使ってゴ5を取ってください。ゴ5を吹さ飛ばすと、キーボード内部に 
ゴ5び入り、故障の原因となる場合びあります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引つ 
張らないでください。 
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ミ夜晶デイスプレイのお手入れ 




[駐 液晶ディスプレイのお手入れを行ラ場合の注意 

市販ク U —ナーは！;(下の成分を含んだちのびあ0 、 画面の表面コーティングやカバーを傷つける場合 
びありますので、ご使用を避けて<ださし、。 

-アルカ U 性成分を含んだわの 
-界面活性剤を含んだをの 
-アルコール成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いをの 
-研磨材を含んだわの 
-化学ぞラさん 
など 


液晶ディスプレイは、ガーゼなどの柔らかい巧で拭いてください。 


柔らかい布 




ぉ手入れ 
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スタンドやスイーべルのお手入れ 


スタンドやスイーベルは、ステンレス製です。表面のほこりや巧れは、ガーゼなどの乾いた柔ら 
かい巧で置く拭を取ってください。巧れびひどいとさは、水を含ませた巧を固く絞って巧を取り、 
ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で拭いてください。水分び残ると、変色などのおそれびあります。 
また、スイーべルの上にヘアピンなどの金属製品を、長期間置かないで<ださい。サビび発生す 
るおそれびあ0ます。 




市販のク U- ニングディスクやレンズク U- ナーを使ラと、逆にゴ5を集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないで 
<ださい。 

ラまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れを拭を取ることで改善される 
ことがあります。 

拭さ取り方法はデイスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベルなどを 
ご覧ください。 
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ノ くソコン本体内部や通風孔のお手入れ 


ノてソコン本体の通風孔や内部にほこりびたまると、故障の原因となります。 

ほこりの堆積量は、お客様の環境によって異なります。なの清掃ち法に従って、1ヶ月に1度程 
度掃除してください。 


化要なをのを用意する 


•掃除機 
•綿手袋 

•プラスのドライバー(ドライバーサイズ： 2番） 

このバソコンのネジを取りがすとをに使います。ネジ頭のサイズに合った2番のドライバーをお使 
いください。他のドライバーを使うと、ネジ頭をつぶすおそれびあります。 


清掃方法 


田パソコン本体のお手入れをするとをのま意 


み 


充分に換気してください。 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回したりするな 
どして、充分に換気してください。 

本体カバーを取りかすとをは、指をはさまないよラに気をつけてください。また、 CPU 
[シーピーユー]付近は高温になりますので、電源を切った後、10分な上経ってから作 
業をしてください。やけどをするおそれびあります。 

パソコン本体内部の部品には触れないでください。 

故障の原因となりますので、 CPU ファンの沮根およびその他のバソコン本体内部の部品には極力手 
を触れないでください。 

また、掃除機の吸引□をバソコン本体内部の部品に当てないでください。 

洗剤は使用しないでください。 

エアダスターなどの清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないでください。 

清掃時に破損した場合、イ呆証期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いについては、 
充分ごま意 < ださい。 

静電気を放電してください。 

バソコン本体内部は、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引□や人体にた 
まった静電気によって破壊される場合びあります。 

バソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のちのに手を触れたり金属質のちのに掃除機の 
吸引□先端を触れさせたりして、静電気を放電してください。 
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田通風孔の清掃方法 


1 掃除機の吸引口にノスレを取り付け、通風孔のほこりを直接吸い取りま 
ず。 


通風孔 



掃除機の吸引 □ 


106 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



















パソコン本体内部の清掃方法 


1 r 本体カバーを取り夕は」 （"► P .8 巨）をご覧になり、本体カバーを 
取りがしまず。 


ム掃除機でヒートシンク上のほこりを直接吸い取りまず。 

ヒートシンクに掃除機の吸引□を強くぶつけたり、綿棒や m 楊枝を使ってほこりを取ったりしな 
いでください。ヒートシンクび変あする可能性びあります。 

CPU フアンやシステムフアンのカバーに掃除機の吸引□を強くぶつけたり、 CPU フアンやシス 
テムファンの羽根に触れると、故障や異音発生の原因となります。 



続いて、ヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取ります。 

\ h ^ 周辺の電気部品に軸れないでください 

-故障の原因とな0ますので、ヒートシンク周辺の電気部品には触れないよ5にごを意ください。 

-バソコン本体上面にある無線 LAN [ラン]アンテナに触れないよ5にご注意ください。無線 LAN 
アンテナび故障して通信で走なくなったり、けびをした0することびあ0ます。 

' けびをする原因とな0ますので、バソコン本体左側面にある部品に触れないようにごま意ください。 


3 r 本体カバーを取り付ける」 （"► P .89) をご覧になり、本体カバーを 
取り付けまず。 


4 パソコン本体の電源を入れ、 Windows び起動ずることを確認してくだ 
さい。 

「電源を入れる」 （•>P.19) をご覧ください。 


ぉ手入れ 
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r お手入れナビ j について 

このパソコンには、パソコン本体のお手入れ時期を通知するソフトウェア「お手入れナビ」びイ 
ンストールされています。「お手入れナビ」は、定期的にパソコン本体のお手入れ時期を通知した 
り、パソコン本体内部や通風孔などにほこりびたまっている可能性びあるときにお手入れ時期を 
通ミ日したりします。なお、このパソコンご購入時には、定期的な通知び無効になっています。 

ここでは、なの内容について説明します。 

•定期的なお手入れ時期の通知を有効にするち法 

•「お手入れナビ」び表示するメッセージと、メッセージび表示されたとをの対処方法 

なお、ほこりの堆積量は、お使いの環境によって異なります。「パソコン本体内部や通風孔のお手 
入れ」 （•♦P.10 己）をご覧になり、1ヶ月に1度程度掃除してください。 

田定期的なお手入れ時期の通知を有効にする 

パソコンの使巧時間び2000時間 （1 曰8時間使用の場合に2已〇曰）を超えるごとに、「お手 
入れナビ」からお手入れ時期びをたことを通知する場合は、なの操作をして<ださい。 

1 ©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一「お手入れナビ」一「お手入れ 
ナビの設定」の順にクリックします。 

「お手入れナビの設定 J ウィンドウび表示されます。 

2 「定期的なお手入れ時期をお知らせする」の©をクリックして®にし、 
「0K」 をクリックします。 


かお手入れナビのを定 齒 




お手入れナピの設定 

」 All Rights Reserved, Copyright に） FUJITSU LIMITED 2007-2008. 


定期的なわ手入れ時期をおからせずる巧能を利用することによ0、パソコン巧部や通風孔の 
お手入れ時巧を自動が]におならせずることができます。 

[ミ期的なお手入れ時期をおからせずる」を選巧ずる^:、選巧した時点からパソコンを約 
2000時巧使用ずる度にパソコン内部や通風孔のわ手入れ時おび来たことをメッたージでお 
がらせします。 

!定期的なあ'手入れ時期をおがらせする 
广定期的なわ手入れ時期をおがらだしない脚 


キ々ン它ル 


(画面は機種や状況により異なります） 
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0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 














田「お手入れナビ」が表示するメッセージ 

• 画面ち下にある通知領域にをび、表示された場合 
<がは、定期的なお手入れ時期びをた場合に表示されます。 

1 作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了します。 

2 画面ち下の通知領域にあるホをクリックします。 

3 画面ち下の「大切なお知らせです。こちらをクリックして、詳細をお確か 
め<ださい。」をクリックします。 

「大切なお知らせ」ウィンドウび表示されます。 

4 r 今すぐお手入れを開始する」の©をクリックして®にし、「次へ」をク 
リックします。 

「お手入れの手順」ウィンドウび表示されます。 

5 画面のメッセージをよく読んでか！5、 r 今すぐ清掃をする」をクリックしま 
す。 

バソコン本体の電源び切れます。 r バソコン本体内部や通風孔のお手入れ J ("►p.io 已）をご覧 
になり、バソコン本体のお手入れをしてください。 


• 警告メッセージび表示された場合 

バソコン本体内部や通風孔にほこりびたまっている可能性びある場合や、バソコン本体内部の CPU 
ファンび正しく動作していない場合に、巧の警普メッセージび表示されます。 

■「バソコンの内部や通風孔にほこりび詰まっている可能性びあります。」 

-「バソコンの CPU フアンび正しく動作していません。」 

警普メッセージび表示された場合は、作業中のデータをなをし、ソフトウェアを終了してから、画面 
の指示に従って操作してください。 


ぉ手入れ 
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第5章 

取り巧い上の注意 

パソコンを移動する場合の注意事項について説明しています。 


1パソコンを移動する場合のを意 


112 







い 

上 

の 

ミ主 


回 Q 区 

パソコンを移動する場合のを意 


ノ くソコンを移動する場合の注意 




パソコンを移動する場合は、なの点にま意してください。 

• AC アダプタを取り外してください。 

① AC ケーブルの電源プラグをコンセントから抜きます。 

③バソコン本体を横にします。 

③ バソコン本体のスタンドの角度を水平にします。 

④ 背面のバンドを取りがします。 

⑥バソコン本体のカノ（一のツメを巧してカノ （一 を取りがします。 

⑧ AC アダプタを DC-IN [デイーシーイン]コネクタから取り外します。 



112 D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







• 液晶ディスプレイ部分を前にして、パソコン本体下部の両側を持ってください。 



•スピーカー部分は、押さないでください。故障や破損の原因とな D ます。 

•液晶ディスプレイ部分は、絶対に触れないで<ださい。故障や破損の原因とな D ます。 

• スタンドについているカバーやパソコン本体のカバーは、絶対に持たないでください。カバー 
び外れて、ノ f ソコン本体を落下させるおそれびあ D ます。 


5 
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仕様-覧 


パソコン本体の仕様を記載しています。 

製品名称（品&は、捆包箱に貼り付け5れている保証書でご確認ください。 


1バソコン本体の仕様 . 116 

2その他の仕様 . 122 


なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、なぺージからの仕様一 
覧をご覧ください。 


製品名称（品名） 

ディスプレイ 

Blu-ray Disc 
ドライブ 

リモコン 

お線 LAN 

テレビ 

チューナー 

F / D 90 D 

1日型ワイド 

〇 

〇 

〇 

〇 

F / D 90 N 

19型ワイド 

〇 

〇 

A 

〇 

F / D 70 D 

1日型ワイド 

- 

〇 

〇 

〇 

F / D 70 N 

19型ワイド 

- 

〇 

A 

〇 

F / D 60 

19型ワイド 

- 

- 

〇 

- 

F / D 60 N 

19型ワイド 

- 

- 

A 

- 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を還}尺した場合に添付または搭載、一:非添付または非搭載 



















仕様一 


パソコン本体の仕様 


製品を称 

FMV-DESKPOWER 

F/D90D 

FMV-DESKPOWER 

F/D70D 

FMV-DESKPOWER 
F/D 已〇 

基本 0S を 1 

Windows Vista® Home Premium with SPl 正規版 



インテル® Co「eTM2 Duo プ□セッサー P 8700 

CPU 

動作周波数 

吕.已 3GHz 

2;タキヤツシュ^モ U 

3MB に PU 内蔵） 

セキュ U ティ機能 

CPU ウイルス防止機能32 

システムバス 

106巨 MHz 

チップセット 

モバイルインテル®白 M4 巳 Express チップセット 

メインメモリ（標準/最大） *3 

標準 4G 巨 （2 白 B X 2) /最大 4GB 

〔デュア J レチヤネ J レ対応 DDR3 SDRAM、S0-DIMM、P 巳 3-8 巳00対応、 CL7) ミち4 

メモ U ス□ット数[空き] 

2脚 

表 

の 

機 

能 

グラフィック ■ 

アクセラレータ 

モバイルインテル®グラフィックス-^ディア-アクセラレータ ー4 已 00MHD 
(チップセットに巧蔵） 

ビデオ;><モ|」 

最大 128SM 巨（メイン方モ U と共用）注曰 

巧晶ディスプレイを7 

] 目型ワイド液晶（本体に内蔵） 

解像度/発色数 

最大1440 X目日日ドット/フルカラー ] 巨77万色を8 

フ□ッピーディスク 
ドライプを9 

オプション（が付け、別売） 

A —ドディスクドライプ 31D 

約…（シ1」アル ATA/3 曰0、7200回転/分） 

案勺已〇 0G 巨 
(シ IJ ア J レ冉 TA/ 300、 

72曰0回転/分） 

Blu-ray Disc/DVD/CD ドライ 
ブ （"►P.12 吕） 

Blu-ray Disc ドライプ 
(スーパーマルチドライブ 
機能対応） 

ス□ットインスーパーマルチドライブ 
(DVD ± R DL (2 層）書き込み対応） 

オーディオ機能 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 
(最大1目 2kHz/ 24ビット11ステレオ PCM 同時録音再生機能、 

MIDI 再生機能 [0S 標準]) 

スピーカー/マイク 

ステレオスピーカー(本体内蔵)、デジタルマイク（モノラル）内蔵^に 

カメラ 

内蔵（有効画素数約130万画素） 

入 

力 

装 

置 

キーボード 

ワンタッチボタン付ワイヤレス•キーボード （1 日4キー、無線方式） 

(単3乾電池2個付属） 

ポインティング 

デバィス 

横スク□-ル機能付ワイヤレス•マウス（光学式） （800C 円、無線方式）注13 
(単3乾電池2個付属） 

U モコン 

リモコン（赤外線ち式）（単4乾電ミ也2個付属） 1 一 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1000巨 ASE-T/] 日日己冉 SE-TX/10 巨 ASE-T 準拠、 Wakeup on LAN 機旨目対応 

無線 LAN ま14 

IEEE 802.1 In ドラフトを0ま i 曰 / IEEE 802.1 lb ま16/ 

IEEE 802 .1]g まい準拠、 Wi-Fi® 準拠ま18 

テレビ機能 

八イビジョン-テレビチューナー 
(地上デジタル放送）を19 

一 

斗 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

ダイレクト-メモ U — 

ス□ツトま 2 日 

SD メモリーカード （SDHC 力ード含む）/ 

:><モリースティック（メモリースティック PRO 含む）巧応 

US 巨を吕1 

US 巨 2.0 準拠コネクタ4ピン X 已 （2: 左側面、1:ち側面、2:背面） 

IEEE1394 (DV) ^の 

4ピン （S4 曰 0) X ] 

LAN (RJ-45) 

LAN ポート （1000B 冉 SE-T/] 曰〇己冉 SE-TX/10 巨 ASE-T) X 1 

テレビアンテナ入力/ 

巨- CAS 力ードス□ツト 

地上デジタルアンテナ入力端テ、巨- CAS カードス□ット 

- 

オーディオ入力を己3 

マイク-ラインイン兼用端子 

オーディオ出力^24 

へッ ドホン-ラインアウト兼用端子 

入カコンセント 

平行 2P 

電源-周波数 

DC19V (AC アダプタ）を2己 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承くださレ。 
注記については、「仕様一覧の注記について」 （••►P.120) をご覧ください。 
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製品名称 

FMV-DESKPOWER FMV-DESKPOWER 

F / D 90 D F / D 70 D 

FMV-DESKPOWER 
F/D 百 0 

消 

費 

電 

力 

を 2 色 

通常消費電力 27/ 

最大消費電力 

約日 1 W / 11 4W 

約巳 7W/ 109 W 

待機時電力（スリーブ 
時）/電源 OFF 時 

約 2W / 2W UTF 

省エネ法に基づくエネルギー 
消費効率（省エネ基準達成率） 

ま 28 (2007 年度基準） 

j 区分 0.00040 (AAA) 

j 区分 0.00034 (AAA) 

列形寸法（幅 X 奧行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

465 X 211X 391/41 1mm (高さは 2 段階に調節可能）を ^9 

本体質量 

約 1 Ik 邑 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

あ 0 

温湿度条件 

温度 10 〜 3 巳で/湿度 20 〜 80%RH (動作時)、 

温度- 10 〜巨 0 で/湿度 20 〜 90%RH (が動作辟 
(ただし、動作時、非動作時とちに結露しないこと） 

サポート 0S を 30 

Windows Vista® Home Premium with SPl 正規版、 

Windows Vista® Ultimate with SPl 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
注記については、「仕様一覧のを記について」 (•>P.120) をご覧ください。 


仕様 - K 
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製品ち称 

FMV-DESKPOWER 
F/D 白 ON 

FMV-DESKPOWER 

F/D70N 

FMV-DESKPOWER 

F/D60N 

基本 0 S を1 

Windows Vista ® Home Premium with SPl 正規版 



インテル® Co 「 e ™2 Duo プ□セッサー P 8700 

CPU 

動作周波数 

2.53 GHz 

2なキャッシュメモ U 

SMB に PU 巧蔵） 

セキュリティ機能 

CPU ウイルス防止機能 33 

システムバス 

10已巨 MHz 

チップセット 

モバイルインテル®日 M 4 已 Express チップセット 

メインメモリ（標準/最大）ま 3 

★ 

標準： 2白 B ( 1白日 X 2) /最大 4 G 巨 
カスタム： 4 GB に G 日 X 2) / 最大 4 G 目 
(デュア J レチヤネ J レ対応 DDR 3 SDRAVk S 0- DIMM 、 PC 3-8 巳00対応、 CL 7) ま 5 

メモ U ス□ット数[空き] 

2脚 

表 

お 

機 

能 

グラフィック ■ 

アクセラレータ 

モバイルインテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター4已 OOMHD 
(チップセットに内蔵） 

ビデオメモ U 

最大 776 M 日（六イン方モ U 吕白巨搭載時）/ 

最大 128 SM 巨（六インメモ U 4 G 巨搭載時） 

〔少インメモ U と共用）ミち e 

巧晶ディスプレイを7 

] 目型ワイド液晶（本体に内蔵） 

解像度/発色数 

最大1440 X 目0日ドット/フルカラー ] 巨77万色を8 

フ□ッピーディスク 
ドライプ a 9 

オプション（外付け、別売） 

A —ドディスクドライプ i ち… ★ 

標準：約已〇 0 G 巨 
カスタム：約7己0日日/約1 T 巨 
(シ U アル ATA / 300、720曰回転/分） 

Blu-ray Disc / DVD/CD ドライ 
ブ （••► P .122) 

Blu-ray Disc ドライプ 
(スーパーマルチドライブ 
機能対応） 

ス□ットインスーパーマルチドライブ 
(DVD ± R DL に層）書さ込み対応） 

オーディオ機能 

チップセット内蔵+ High Definition 冉 u 址〇コーデック 
(最大1目 2 kHz / 24ビット >5 11ステレオ PCM 同時歸音再生機能、 

MIDI 再生機能 [0 S 標準]) 

スピーカー/マイク 

ステレオスピーカー（本体内蔵)、デジタルマイク（モノラル）内蔵を12 

カメラ 

内蔵（有効画素数約13日万画素） 

入 

力 

装 

置 

キーボード 

ワンタッチボタン付ワイヤレス•キーボード （1 曰4キー、無線方式） 

(単3乾電池2個付属） 

ポインティング 

デバィス 

横スク□-ル機能付ワイヤレス•マウス（光学式） （800 C 円、無線方式）注13 
(単3乾電池2個付属） 

U モコン 

リモコン（赤外線ち式）（単4乾電ミ也2個付属） 1 — 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1000巨冉 SE - T /] 日日己冉 SE - TX /10 巨 ASE - T 準拠 、 Wakeup on L 冉 N 機含目対応 

無線1_み[\|5ち14女 

標準：なし 

カスタム ： IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 ま i ° / IEEE 802.1 ] b ; 王 1°/ 

IEEE 802 .]] 吕ま17準拠、 Wi - Fi ® 準拠ま 1S 

テレビ機能 

八イビジョン-テレビチューナー 
(地上デジタル放送）ま 1 日 

一 

斗 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

ダイレクト-メモ U — 

ス□ットま己曰 

SD メモリーカード （ SDHC 力ード含む）/ 

メモ U - スティック（方モ U - スティック PRO 含む）対応 

US 巨を21 

US 巨 2.0 準拠コネクタ4ピン X 已 （2 :左側面、1:ち側面、2 :背面） 

IEEE 13 吕4 ( DV ) 注巧 

4ピン （ S 400 ) X ] 

LAN ( RJ -45) 

LAN ポート （10 日 0 BASE - T /] 00己冉 SE - TX /10 巨 ASE - T ) X 1 

テレビアンテナ入力/ 

巨- CAS 力ードスロット 

地上デジタルアンテナ入力端子、巨- CAS カードス□ット 

- 

オーディオ入力を23 

マイク-ラインイン兼用端子 

オーディオ出力ま24 

へッ ドホン-ラインアウト兼用端子 

入カコンセント 

平行 2 P 

電源-周波数 

DC 19 V ( AC アダプタ）を吕5 


インターネットの實±通ショッピングサイト rWEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承くださレ。 

注記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .120) をご覧ください。 


118 を輕說 


0 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 















































製品名称 

FMV-DESKPOWER FMV-DESKPOWER 

F/D90N F/D70N 

FMV-DESKPOWER 

F/D60N 

消 

費 

電 

力 

を 2 色 

通常消費電力 27/ 

最大消費電力 

約日1 W / 11 4 W 

約巳 7 W / 109 W 

待機時電力（スリーブ 
時）/電源 OFF 時 

約 2 W / 2 W UTF 

省エネ法に基づくエネルギー 
消費効率（省エネ基準達成率） 

ま28 (2007 年度基準） 

j 区分0.00040 ( AAA ) 

j 区分0.00034 ( AAA ) 

列形寸法（幅 X 奧行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

465 X 211 X 391/41 1 mm (高さは2段階に調節可能）を^9 

本体質量 

約1 Ik 邑 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3巳で/湿度20〜 80 %RH (動作時)、 

温度-10〜巨0で/湿度20〜 90 %RH (が動作辟 
(ただし、動作時、非動作時とちに結露しないこと） 

サポート 0 S を 30 

Windows Vista ® Home Premium with SPl 正規版、 

Windows Vista ® Ultimate with SPl 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

注記については、「仕様一覧の注記について」 （••► P .120) をご覧ください。 
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日本語 32 ビット版。 

バッファオーバーランによる〕ード実行などのウイルス攻撃に対する安全性を高めています。 

パリティチェック機能はありません。 

•ご購入時の設定では、合計で2日日を超えるメモ I 」を搭載した場合、完全六モ U ダンプを使用でさません。 

• 0 S 画面上の表示にかかわらず、実際に使用可能な領域は約 3 G 日になります。ただし、装置構成によってご利用 
可能なメモ U 容量は異なります。 

•デュアルチヤネルで動作させるには、当社純正の増設メモ U (別売）を同一容量の2枚1組で搭載してください。 
•最大メモリ容量にする場合は、メモリス□ットにあらかじめ装着済みのメモリを取 D がして、当社純正の増設メモ 
U (別売） 2 GB を2枚1組で搭載してください。 3 GB 構成での動作は保証しておりません。 

•このパソコンに取り付けるメモ U は、 PC 3-8 已00対応 ( DDR 3) のをのをお使いください。 

•ご購入時の設定では、合計で 2 G 日を超えるメモリを搭載した場含、完全メモ U ダンフを使用できません。 
•取り付けるメモ U の組み合わせについては、「メモ U の組み合わせ表」 (•> P .93) をご覧<ださい。 

•4 GB 搭載時でも、日 S 画面上の表示にかかわらず、実際に使用可能な領域は約 3 GB になります。ただし、装置 
構成によってご利用可能なメモ U 容量は異なりまず。 

- Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状況によってビデオメ 
モ IJ 容量び最大設定まで自動的に変化します。 

• ビデオメモ U の容量を任意に変更することはでさません。 

-ディスフレイドライバの更新により、ビデオメモリ容量の最大値び変わる場さびあります。あらかじめご了承くだ 
さい。 

-ビデオ六モ U の最大値は、方インメ = EU の搭載状況により異なります。 

• 液晶ディスプレイはが常に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点なしないドットや、常時点むす 
るドットび存在する場合びあります（有効ドット数の割合は99.99%しソ上です。有効ドット数の割をとは「对応 
するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示可能なドット数の割合」を示しています)。 

これらは故障ではありません。交換-返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承<ださい。 

•このパソコンで使用している液晶ディスフレイは、製造工程により、各製品で色さいび異なる場合びあります。ま 
た、湿度変化などでをがの色むらび発生する場合びあります。 

これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

•長時間同じ表示を続けると残像となることびありますび、故障ではありません。残像は、しばらく経つと消えます。 
この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧 
めします。 

•表示する条件によっては、むらおよび微かな斑点び目立つことびありますび、故障ではありません。 
グラフィック-アクセラレータの出力する最大発色数は]677万色ですが、液晶ディスプレイではディヴ U ング機 
能によって擬似的に表示されまず。 

•周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッビー媒体で提供されている場合びあります。その際は、外付け 
オプションのフ□ッピーディスクドライブユニット （ USB ) び取要とな D ます。内蔵はでさません。 

オフション品のフロッピーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD -51 S または FMFD - 已 1 SZ )」 を 
お買いホめのラえ、お使いください。 

なお、フ□ッピーディスクドライブの接続と取り外しは、必ず電源を切った状態で巧ってください。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 を接続すると、デ 
スクトッフのみ(コンピュータ）内にドライプび表示され、フ□ッピーディスクドライプとして使ラことびでを 
ます。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは使用でをません。 

- 0 ASYS 文書フロッピィ 

- 640 K 巨でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

•フ□ッビーディスクドライプ 「FDD ユニット （ USB ) CFMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 では、次のフ □ッ 
ピーディスクは、データの読み書きはでをますび、フオーマットはでさません。 

- 1.2 己 MB でフオーマットしたフ□ッピーディスク 
- 1.23 MB でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

- 720 K 巨でフオーマットしたフ□ッピーディスク 
- fNTFSj を採巧しています。 

また 、 Windows RE 領瓢 C ドライプ、 D ドライプのパーティションに分かれており 、 Windows RE 領域に約 
] GB 、 リカバ U 領域として約 16 GB 、 C ドライブには約 100 GB を、 D ドライブには残りを割り付けています。 
そのため、「コンピュータ」のハードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりも約 T 7 G 目かなく表示されます。 
なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、外付けドライプを接続した状態では、「トラブル解ミ夫ナビ」 
び正常に動作しなくな D ます。ご了承<ださい。 

-このマニュアルに記載のディスク容量は、 ] MB =10002 byte 、] G 目=1日003 byte 換算によるものです。 
Windows 上で ] M 目=1 0242 byte 、 1 GB =1 0243 byte 換算で表示される容量は、このマニュアルに記載のディ 
スク容量より少なくな D ます。 

再生時。 

録音時は最大 96 kHz /16ビットです。 

なお、使用でさるサンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

デジタルマイクの音声は、スピーカーおよびへッドホン-ラインアウト兼用端子から直接出力でさません。 

操作面の状態によっては正しく動作しない場合びあります。また、スク□ール機能は使巧するソフトウェアによっ 
て動作び異なったり、使用でさない場合びあります。 


120 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


仕様一覧の注記について 




12 3 4 
ををま；江 


已 

ま 


6 

を 


7 

を 


8 

ま 


9 

ま 


〇 

注 


1 2 3 
注 注注 



ま 14: •無線 LAN の特性上、ご利用になる建物の構造や材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、または電波状況等の使 
用環境により、通信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合びあります。 

-無線 LAN の仕様については、次のマニュアルをご覧<ださい。 

を]『画面で見るマニュアル』》「002000」で検索 
一 r お線 LAN の仕様」 

ま1己：-このパソコンの IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 の通信速度は最大で規格値3日日 Mbps (表示の数値は、本製品と 
同等の構成を持った機器との通信を行ったとさの理論上の最大値であ D 、 実際のデータ輯送速度を示すものではあ 
りません。）、使巧する周波数帯域は 2.4 GHz 帯、推奨通信距離は屋内己 OmiU 内です。 

また、異なる規格の通信を同時に行うことはでさません。 

- IEEE 802.1 In ドラフト2.0準拠で通信を巧うためには、セキュリティを WPA - PSK / WPA 2- PSK / WPA / 
WPA 2 ( AES ) に設定する必要びあります。 

•内蔵アンテナは、 MIMO 方式となります。 

ま16: • IEEE 802 .1] b の通信速度は最大1 1 Mbps (IEEE 802 . 11 b 規格による速度（理論値）であり実際の速度とは 
異なります。）、使用する周波数帯域は 2.4 GHz 帯、推奨通信距離は屋内2已 m 切内です。 

また、異なる規格の通信を同時に行うことはでさません。使用可能なチャンネルは、1〜 13 ch です。 

•内蔵アンテナは、ダイバーシティ方式となります。 

注17: •忙 EE 8日 2.1 1旨の通信速度は最大曰 4 Mbps (IEEE 802 . 11頁規格による速度（理論値）であり実際の速度とは 
異なります。）、使用する周波数帯域は 2.4 GHz 帯、推奨通信距離は屋内2已 m 切内です。 

また、異なる規格の通信を同時に行うことはでをません。使用可能なチャンネルは、1〜 13 ch です。 

•内蔵アンテナは、ダイバーシティ方式となります。 

注18: Wi - 円®準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証ずる団体 rWi - Fi 冉 lliance ®」 の総合接統をテストに台格している 
ことを 7 K します。 

ま1目：-ペイパービューのチャンネルはサポートしていません。 

•同一周波数パススルー方式と周波数変換パススルー方式に対応しています。トランスモジュレーション方式には巧 
応していません。 

ま20: • SD ><= EU - 力ード （ SDHC 力ードを含む)、メモ U - スティックモ U - スティック PRO を含む）の同時使 
巧はでをません。メモリースティックでは、著作権保護機能び使用されているデータのみ読み書きはでをません。 

• SD メモ U —カードは著作権保護機能 （ CPRM ) び使用されているデータの読み書をに対応しています 。 miniSD 
カード、メモリースティック Duo の場合、別途アダプタび必要となります。 

•すべての SD メモ U - 力ード （ SDHC 力ードを含む)、メモ U - スティック（メモリースティック PRO を含む) 
の動作を保証するをのではありません。 xD - ピクチャーカード TM 、 マルチメディアカード （ MMC )、 およびセキュ 
アマルチメディアカードには対応しておりません。 

なお、ご使用可能な SD メモ U —カードは最大 2 GB 、 SDHC カードは最大 32 G 目までとなります。 

• min 信 D カード、メモ U —スティック Duo 、 メモ U — スティック PRO Duo 、 または microSD カードをお使いの 
場合は、アダプタび必要になります。必ずアダプタにセットしてからお使い<ださい。 

注21: US 巨 1.1 対応の周辺機器を利用できます。 USB 2.0で動作ずるには、 USB 2 .日対応の周辺機器び必要です。 

また、すべての USB 対応機器の動作を保証するものではありません。 

ま22 :ずべての IEEE 1394対応機器の動作を保証するをのではありません。 

ま吕3: •ご購入時の設定では、マイク•ラインイン兼用端子はマイク端子に設定されています。 

• 0 S 上で設定を変更することにより、ラインイン端子として使用することをでさます。なお、仕様は次のとおりと 
な0ます。 

¢3. 5 mm ステレオ- S ニジャック 

マイク端テとして使用する場合の入力： ]00 mV し U 下、入カインピーダンス ( AC ) IkQ な上 （ DC ) 2 k 0 L ソ上 
ラインイン端子として使用する場合の入力； IVL ^ TF 、 入カインピーダンス lOkQ 切上 
ミま24: •ご購入時の設定では、ヘッドホン■ラインアウト兼用端テはヘッドホン端子に設定されています。 

• 0 S 上で設定を変更することにより、ラインアウト端子として使用することちできます。なお、仕様は次のとおり 
とな D ます。 

¢3. 5 mm ステレオ- S ニジャック 

ヘッドホン端子として使用する場合の出力： ImWiU 上、負荷インピーダンス 32 Q 
ラインアウト端テとして使用する場合の出力：負荷インピーダンス lOkQiiLb 
ミま2已：•矩形波び出力される機器 （UPS (無停電電源装置）や車載用冉 C 電源等）に接続すると、故障する場含びあります。 

-入力波形は正な波のみサポート。 

ま2巨：•出荷時の構成による測定値です。 

-電源曰 FF 時の消費電力を回避するには、パソコンの電源プラグをコンセントから扳いてください。 

ま吕7 :出荷構成で 0 S を起動させた状態での測定値です。 

ま28 :エネルギーミ肖費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複さ理論性能で 
除したちのです。 

省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100% L ソ上200%未満、 AA は達成率200%し : Lb 500%未満、 AAA は 
達成率己00%_^^(上です。 

を29 :出荷時の高さは41 1 mm です。下に 20 mm 可動でをます。可動方法については、「スタンドの高さを調節する」 
(••► P .74) をご覧ください。 

ま30: • 日本語32ビット版。 

•富±通は本製品で「サポート日 S 」 を動作させるために必要な BIOS およびドライバを提供しますび、すべての機 
能を保証するをのではありません。 
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仕様一 


その他の仕様 


Blu-rav Disc / DVD / CD ドライブ仕様一覧 


• 各数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 

- Blu-ray Disc 、 DVD ソフトによっては再生でをない場含びあります。 

-ディスクによってはご利用になれない場含わあります。 

•書さ込み、書を換え速度は、ドライプの性能値です。書を込み、書き換え速度に対応したディスクび必要にな D ますび、巧 
応ディスクび販売されていない場合びあります。 

•読み出し、書を込み速度は、ディスクや動作環境によって異なる場含びあります。 

• DVD - R は、 DVD-R for General Ver .2.0/2.1 に準拠したディスクの書を込みに対応しています。 

• Blu-ray Disc 、 DVD - RAM はカートリッジから取り出した状態あるいはカートリッジなしでご使用ください。 

- Ultra Speed CD - RW ディスクはご使用になれません。 

• BD-RE Verl . O ディスクには対応しておりません。 

- ]2 cm の CD / DVD びお使いになれます。また、 8 cm の CD はお使いになれません。 


ドライブ 

ス□ットイン Blu-ray Disc ドライブ 
(スーパーマルチドライブ機能対応） 

ス□ットインスーノ（ーマルチドライプ 
(DVD ± R DL (2 層）書き込み対応） 

対応機種 

F / D 90 D 、 F / D 90 N 

F / D 70 D 、 F / D 70 N 、 F / D 60、 F / D 60 N 

読み出し可能巨 D 

巨 D - ROK/k 己 D-R (2 己 G 巨）、 

巨 D-R DL (2 層）〔已〇白己）、 

BD-RE (2 已 G 巨）、 

巨 D-RE DL (2 層）（巳0白曰）、 

巨 D-R LTH TYPE 

- 

書を込み可能日 D 

巨 D - ROK/k 己 D-R (2 已 G 巨）、 

BD-R DL (2 層）（已〇白己）、 

BD-RE (2 巳 G 巨）、 

巨 D-RE DL (2 層）〔巳0白巨）、 

BD-R LTH TYPE 

読み出し可能 DVD 

DVD - ROM 、 DVD-R (4.7 GB ). 

DVD-R DL (2 層）（扫.己 G 曰）、 

DVD-RW (4.7 GB ). 

DVD+R (4.7 白己）、 

DVD+R DL (2 層） (8.5 GB ). 

DVD+RW (4.7 GB ). 

DVD-RAM C 4.7 G 巨/ 9.4 GB ) 

DVD - ROM 、 DVD-R (4.7 GB ). 

DVD-R DL (2 層）（扫.己 G 己）、 

DVD-RW (4.7 GB ). 

DVD+R (4.7 白己）、 

DVD+R DL (2 層） （8 .已 G 己）、 

DVD+RW (4.7 白己）、 

DVD-RAM (4.7 GB /9.4 GB ) 

書を込み可能 DVD 

DVD-R (4.7 GB ). 

DVD-R DL (2 層）（扫.已 G 己）、 

DVD-RW (4.7 GB ). 

DVD+R (4.7 白己）、 

DVD+R DL (2 層） (8.5 GB ). 

DVD+RW (4.7 GB ). 

DVD-RAM C 4.7 G 巨/ 9.4 G 曰） 

DVD-R (4.7 白曰）、 

DVD-R DL (2 層） （8 .已 G 己）、 

DVD-RW (4.7 GB )、 

DVD+R (4.7 白己）、 

DVD+R DL (2 層） （8 .已 G 己）、 

DVD+RW (4.7 日己)、 

DVD-RAM (4.7 GB /9.4 GB ) 

読み出し速度 

CD :最大 24 倍速、 

CD-R :最大24倍速、 

CD-RW :最大24倍速 

DVD-ROM :最大8倍速、 

DVD-R :最大8倍速、 

DVD-R DL (2 層）：最大6倍患 

DVD-RW :最大8倍速、 

DVD+R :最大8倍速、 

DVD+R DL (2 層）：最大6倍速、 

DVD+RW :最大8倍速、 

DVD-RAM :最大已倍速 

BD-ROM :最大4倍速、 

巨 D-R :最大4倍速、 

巨 D-R DL に層）：最大2倍速、 

巨 D-RE :最大2倍速、 

BD - REDL に層）：最大2倍速、 

BD-R LTH TYPE :最大2倍達 

CD :最大24倍速、 

CD-R :最大24倍速、 

CD-RW :最大24倍速 

DVD-ROM :最大8倍速、 

DVD-R :最大8倍速、 

DVD-R DL に層）：最大6倍速、 

DVD-RW :最大8倍速、 

DVD+R :最大8倍患 

DVD+R DL (2 層）：最大6倍速、 

DVD+RW :最大8倍速、 

DVD-RAM :最大日倍速 
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ドライブ 

ス□ットイン Blu-ray Disc ドライブ 
(スーパーマルチドライブ機能対応） 

ス□ットインスーパーマルチドライブ 
(DVD ± R DL (2 層）書さ込み対応） 

对応機種 

F / D 90 D 、 F / D 90 N 

F / D 70 D 、 F / D 70 N 、 F / D 60、 F / D 60 N 


CD-R :最大24倍速、 

CD-R :最大24倍速、 


CD-RW :最大10倍速 

CD-RW :最大]日倍速 


DVD-R :最大8倍速、 

DVD-R :最大8倍速、 


DVD-R DL (2 層）：最大4倍速、 

DVD-R DL に層）：最大4倍速、 


DVD-RW :最大日倍速、 

DVD-RW :最大日倍速、 


DVD+R :最大8倍速、 

DVD+R :最大8倍患 


DVD+R DL (2 層）：最大4倍速、 

DVD+R DL (2 層）：最大4倍速、 

書を込み/書を換え速度 

DVD+RW :最大8倍速、 

DVD+RW :最大8倍速、 


DVD-RAM :最大日倍速 

DVD-RAM :最大日倍速 


BD-R :最大4倍速、 

BD-R DL に層）：最大2倍速、 

BD-RE :最大2倍速、 

BD-RE DL に層）：最大2倍速、 

BD-R LTH TYPE :最大2倍速 
(バッファアンダーランエラー防止機能） 

(バッファアンダーランエラー防止機能） 


} が晶ディスプレイ 


表。、方式 

TFT 

サイズ 

1 日型ワイド 

最大解像度 

1440 X 900ドット 

最大発色数 

1 目 77 万色 

画素ピッチ 

0.284 mm X 0.284 mm 


スピーカー 


方式 

バスレフ型 

スピーカーユニット 

(□径：20 ( mm ) X 2 個 ） x 2イン ピー ダンス40 

定格入力 

2 W/ch 

出力音圧レベル 

7目 ± 3 dB/W dm ) 

再生周波数 

290 Hz 〜 18 kHz 



仕 

様 

臣と 

見 
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Lan 機能 


次の表は、有線 LAN の仕様です。無線 LAN の仕様については、次のマこュアルをご覧ください。 


麵 LAN のれ 様に ついて 

を）『画面で見る マニュアル』》「日日 2 日日日」 で検索 
一「無線 LAN の仕様」 


LAN コント□ーラ 

Marvell 社製 88E80 已已 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各最大 4 kbyte 

外部インターフェース 

IS 日8802 -3 1000目 ASE-T/1 00目 ASE-TX/1 0目 ASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブルを！ (IGbps :カテコ 'U 已 E 1；(上、 

100 Mbps :カテコ ’U 已しソ上、1 0Mbps :カテコ 'U 3しソ上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセスち式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

IGbps 、 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグメント最大長 

100m 

最大ノード数/セグメント 

八ブ ユニッ トを2による 


ま1 :• ] 000Mbps は1000巨 ASE-T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境に 
よ D 変化します。 

-1000 Mbps の通信を巧うためには、1000目 ASE-T に対応した八プびぶ、要となります。また、 LAN ケープルには、 
1000 BASE-T に对応したエン八ンスドカテニ nj 已（カテニ n 」 己 E) し U 上の LAN ケーブルを使用してください。お 
使いのケープルによっては、正しく動作しない場合びあります。その場含はケーブルメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

注2 : A プユニットとは、1000巨 ASE-T/] 00 BASE-TX/10 巨 ASE-T のコンセントレータです。 

巧 oint ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八ブユニットの変更などでネットワークのスピードび 
変更される場合、スピードに対応した適切なデータグレードのケーブルを必ずお使いください。 



テレビチユーナー搭載機種のみ 


コネクタ 

アンテナ入力端子（地上デジタル）： F 型コネクタX1 

TV 音声仕様 

ステレオ、音声を重対応 

RF 入力端子 

7已 OF 型コネクタ 

受信周波数 

地上デジタル：日〇〜 770MHz 
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モコン 


リモコンび添付されている機種のみ 


0 


通信ち式 

赤外線ち式 

使用可能距離 

正面で約 7 m 

乾電池の寿命の目安 

約目ヶ月（マンガン乾電池使用時） 

使用可能範囲 

水平 

左：約 3 cr /ち：約 3 cr 

垂直 

上：約30° /下：約30° 

使用電池 

単4形乾電池2本 



キー配列 

104キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+パソコン電源ボタン 

インターフェース 

RF (無線）ち式 

使用可能範囲 

パソコン本体から最大 10 m (3 m 政内を推奨)、左ち約4已度 
(ただし、設置環境により短<なる場含があります） 

使用電池 

単3おアルカ U 乾電池2本 

乾電池の寿命の目ま 

毎日3.已時間の使用で約日ヶ月 

(ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に 
達する場含びあります） 

外形寸法 （W X D X H ) 

約 387 mm x 約1已1 mm x 約 28 mm (チルト未使用時） 

質量 

約目 70 g (乾電池含まず） 



7ウス 


セレクトスイッチ動作形式 

2押ボタン、1ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフエース 

RF (無線）方式 

使用可能範囲 

パソコン本体から最大 10 m (3 ml ； (内を推奨)、左ち約4已度 
(ただし、設置環境により短<なる場合があります） 

使用電池 

単3形アルカ U 乾電池2本 

乾電池の寿命の目ま 

毎日3.已時間の使用で約3ヶ月 

(ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に 
達する場含びあります） 

外形寸法 （W X D X H ) 

約6已 mm X 約11 4mm X 約 40 mm 

質量 

約 80g (乾電池含まず） 
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索引 


さ行 

ヴポートボタン . 

システムフアン . 

周辺機器 . 

仕様 

- Blu-ray Disc / DVD/CD ドライブ. 

- LAN 機能 . 

一液晶ディスプレイ . 

-キーボード . 

-スピーカー . 

-テレビ機能 . 

-パソコン本体 . 

-マウス . 

-リモコン . 

状態表示 LCD . 

スイーベル . 

スイーベルのお手入れ . 

数字ボタン . 

スーパーマルチドライブ . 

ズームボタン . 


あ巧 

明るさ調節 . 27 

明るさ調節ボタン . 8 

アンテナケーブルの接続 . 46 

アンテナ入力端子（地上デジタル） . 11 

インターネットボタン . 28 

液晶ディスプレイ . 8 

液晶ディスプレイのお手入れ . 103 

おすすめボタン . 15 

お手入れ . 101 

音量調節 . 26 

音量調節ボタン . 13 

か行 

カーソルキー . 13 

各部 S 称 . 7 

-キーボード . 13 

-パソコン本体前面 . 8 

ーパソコン本体側面 . 9 

ーパソコン本体内部 . 12 

ーパソコン本体背面 . 11 

-リモコン . 15 

ーワンタッチボタン . 28 

画面オフボタン . 8 

キーボード . 58 

キーボード/マウスアンテナ . 8 

空白 （ Space ) キー . 13 

光学式マウス . 67 


己 


Back Space . 13 

目- CAS 力ード . 45 

B-CAS 力ードス□ツト . 9 

Blu-ray Disc ドライブ 

(スーパーマルチドライブ機能対応) . 10 

C 

Caps Lock / 英数キー . 13 

CD / DVD / Blu-ray Disc . 29 

CD/DVD ドライブのお手入れ . 104 

CD/DVD 取0出しボタン . 8 

C 日 NNECT ボタン . 11,14 

CPU フアン . 12 

D 

DC-IN コネクタ . 11 

Delete キー . 13 

E 

Enter キー . 13 

Esc キー . 13 

F 

Fn キー . 13 


IEEE 13目4 ( DV ) 端テ 


L 

LAN コネクタ . 11 

LAN (有線 LAN ) 機能 . 68 

M 

Media Center ボタン . 15 

Mute (消音）ボタン . 26 

S 

Shift キー . 13 

U 

USB コネクタ . 9,10,11 

W 

Web カメラ . 8, 72 
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5 行 

リモコン . 

U モコン受光部 
録画ランプ... 


は行 

八ードディスク/ CD アクセスランプ. 

パソコン電源ボタン . 

パソコン本体内部のお手入れ . 

半ち/全ちキー . 

バンド通し巧 . 

へッドホン-ラインアウト兼用端子.. . 

ボ U ュームボタン （+). 

ボ U ュームボタン （一). 

本体 カバー . 


た行 

ダイレクト-メモ U —ス□ット 

通風孔 . 

通風孔のお手入れ . 

デジタルマイク . 

テレビ . 

テレビボタン . 

テン干一 . 

電源 

-入れる . 

-切る . 

一切れない場合 . 

電源ボタン . 

電池ボックス . 

盗難防止用□ック取り付け巧. 

な行 


ま巧 

マイク-ラインイン兼用端テ . 9 

マウス . 58 

無線 LAN アンテナ . 8 

無線 LAN 機能 . 70 

メールボタン . 28 

メニューボタン . 28 

メモ U . 92 

メモ U - 力ード . 37 

メモ U ス□ツト . 12 


内蔵八ードディスク . 12 


スタンド . 11 

スタンドのお手入れ . 104 

スタンドの高さ調節 . 74 

スピーカー . 8 

操作ボタン . 15 


わ巧 

ワンタッチボタン . 13, 28 


4 8 8 


8 3 5 3 1 
-- — 〇 -—- — 


6 6 5 
2 2 8 
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役に立つ情報び盛りだくさん！ 


FMV 画面で見るマニュアル 




嚇 


本製品は PC3R「PC グ U — ンラベル制度」の 
審査基準 (2008 年度版)を満たしています。 
詳細は、 Web サイト http://www.pc3r.jp を 
ご覧ください。 
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このマニュアルは U サイクルに配慮して印刷されています。 
不要になった劇ま、回収 • U サイクルにお出しください。 
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